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市
の
さ
ら
な
る
発
展
を
願
う
多
く

の
皆
様
か
ら
の
力
強
い
御
支
援
と
御

支
持
を
賜
り
、
引
き
続
き
新
市
３
期

目
の
市
長
と
し
て
市
政
を
担
わ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

16
万
市
民
の
負
託
に
応こ
た

え
る
べ
く
、

「
輝
く
魅
力
的
な
ま
ち
」の
実
現
に
向

け
、
誠
心
誠
意
、
邁ま
い

進し
ん

し
て
い
く
決

意
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

◆
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

　
「
真
田
丸
」放
映
決
定

　

２
０
１
６
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

に
真
田
幸
村
公
の
生
涯
を
描え
が

く「
真
田

丸
」の
放
映
が
決
定
し
ま
し
た
。
真
田

氏
に
思
い
を
寄
せ
る
83
万
人
を
超
え

る
皆
様
か
ら
署
名
を
い
た
だ
き
、
７

回
に
わ
た
り
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
セ
ン
タ
ー

へ
放
映
の
お
願
い
を
続
け
て
き
た
成

果
が
よ
う
や
く
実
を
結
ん
だ
も
の
と

思
い
、
感
激
も
ひ
と
し
お
で
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
ご
尽
力
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
し
た
皆
様
に
対
し
、
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
経
済
・
雇
用
対
策

　

地
域
経
済
の
活
性
化
と
雇
用
の
場

の
確
保
、
消
費
税
率
引
上
げ
の
影
響

を
最
小
限
に
抑
え
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。
民
間
事
業
者
と
連
携

し
た
創
業
支
援
計
画
の
策
定
や
企
業

が
必
要
と
す
る
人
材
を
育
成
し
、
就

職
促
進
を
図
る「
地
域
人
づ
く
り
事

業
」に
取
り
組
み
、
地
域
に
根
差
し
た

雇
用
創
出
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
資
源
循
環
型
施
設
建
設
の
取
組

　
「
資
源
循
環
型
施
設
建
設
対
策
連
絡

会
」の
皆
様
に
、
私
自
ら
伺
い
、
意
見

交
換
会
の
開
催
や
先
進
地
視
察
へ
の

参
加
な
ど
を
お
願
い
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
今
後
、
早
期
に
意
見
交
換
会

を
開
催
し
、
皆
様
の
ご
意
見
や
ご
要

望
を
十
分
お
聞
き
し
、
地
域
振
興
策

を
含
め
た
施
設
の
整
備
計
画
を
お
示

し
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
「
生
ご
み
減
量
化
」と「
紙
類
の
再
資

源
化
」に
つ
き
ま
し
て
は
、
重
点
施

策
と
位
置
付
け
、
今
年
度
か
ら
新
た

な
減
量
化
、
再
資
源
化
対
策
を
加
え
、

取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す

◆
交
流
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー
・

　

市
立
美
術
館
の
開
館
に
向
け
て

　

施
設
の
愛
称
が「
サ
ン
ト
ミ
ュ
ー

ゼ
」に
決
ま
り
ま
し
た
。
施
設
の
基
本

理
念
で
あ
る「
育
成
」に
沿
っ
て
、「
鑑

賞
事
業
」、「
参
加・体
験
型
事
業
」、「
育

成
事
業
」を
柱
に
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
か

ら
多
様
な
事
業
を
展
開
し
、
市
内
外

か
ら
お
客
様
を
引
き
つ
け
、
ま
ち
の

活
性
化
に
寄
与
す
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
親
し
み
を
感
じ
て

い
た
だ
き
、
末
永
く
愛
さ
れ
る
施
設

と
な
る
こ
と
を
願
い
、
現
在
、
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
と
ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ン
の
制

作
も
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
「
サ
ン
ト
ミ
ュ
ー
ゼ
」を
核
に「
文
化

創
造
元
年
」の
取
組
を
積
極
的
に
展
開

し
、
文
化
芸
術
を
通
じ
た
育
成
の
輪

を
広
げ
、
文
化
の
薫
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ
る

　

将
来
都
市
像

　

10
年
後
の
都
市
の
将
来
像
と
し
て
、

市
民
一
人
ひ
と
り
が
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
に
あ
っ
た
幸
福
を
感
じ
、
活い

き
活い

き
と
健
康
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
イ

メ
ー
ジ
し
た「
健
幸

4

4

都
市
う
え
だ
」を

掲
げ
ま
し
た
。
地
域
経
営
の
柱
と
し

た
６
つ
の
政
策
大
綱
と
、
行
政
経
営

の
柱
と
し
た
３
つ
の
行
革
大
綱
に
沿

い
、
主
な
も
の
を
述
べ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

○「
産
業
が
健
康
で
元
気
な
ま
ち
」

　

の
視
点

　

も
の
づ
く
り
産
業
の
集
積
を
活い

か

し
た
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
す
と
と

も
に
、
都
市
と
農
村
の
多
様
な
地
域

資
源
を
積
極
的
に
活
用
し
、
新
た
な

魅
力
と
ブ
ラ
ン
ド
の
創
造
に
挑
戦
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

し
な
の
鉄
道
の
観
光
列
車「
ろ
く

も
ん
」の
車
体
の「
六
文
赤
」を
市
の
イ

メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
に
す
る
な
ど
、
真
田

氏
を
活
用
し
た
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
と
魅
力
発
信
に
向
け
て
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

北
陸
新
幹
線
金
沢
延
伸
を
機
に
、

沿
線
市
町
村
間
で
の
観
光
交
流
を
強

化
す
る
と
と
も
に
、
長
野
、
松
本
、

上
田
の
三
大
都
市
の
ト
ラ
イ
ア
ン
グ

ル
連
携
を
積
極
的
に
進
め
、
広
域
的

な
観
光
振
興
策
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

○ 「
地
域
が
健
康
で
元
気
な
ま
ち
」

　

の
視
点

　

ま
ち
づ
く
り
の
主
役
で
あ
る
地
域

住
民
の
皆
様
が
、
地
域
課
題
を
自
ら

解
決
で
き
得
る
仕
組
み
の
構
築
を
目

指
し
、「
住
民
自
治
組
織
」の
設
置
や
、

「
地
域
担
当
職
員
」お
よ
び「
地
域
予

算
」の
制
度
確
立
に
向
け
て
鋭
意
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
住
民
自
治
組
織
の

核
と
な
る「
地
域
経
営
会
議
」の
設
置

を
具
体
的
に
検
討
す
る
地
域
が
現
れ

て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
年
度
は

モ
デ
ル
地
区
を
数
か
所
設
定
し
、
自

治
会
や
地
域
協
議
会
を
は
じ
め
と
す

る
地
域
の
皆
様
と
十
分
協
議
を
行
い

な
が
ら
、
前
進
が
図
ら
れ
る
よ
う
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

○「
人
が
健
康
で
元
気
な
ま
ち
」

　

の
視
点

　

健
康
は
、
す
べ
て
の
活
力
の
源
で

あ
り
、
幸
福
の
第
一
歩
に
つ
な
が
り

ま
す
。
市
で
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と

ま
ち
づ
く
り
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た

新
た
な
健
康
づ
く
り
事
業
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

医
療
体
制
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
26
年
６
月
市
議
会
定
例
会　

市
長
施
政
方
針　
（
要
旨
）

６月市議会定例会で施政方針演説
を行う母袋市長（６月２日）
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市長施政方針　（要旨）
平
成
25
年
度
ま
で
の「
上
小
医
療
圏
地

域
医
療
再
生
計
画
」の
成
果
を
踏
ま

え
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、「
第
６
期
上
田
市
高
齢
者
福

祉
総
合
計
画
」や「
第
４
期
上
田
市
障

害
福
祉
計
画
」の
策
定
、
生
活
困
窮
者

へ
の
早
期
自
立
支
援
を
行
う
た
め
の

生
活
・
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー「
ま
い
さ

ぽ
上
田
」に
よ
る
支
援
な
ど
を
通
じ
、

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
き
が

い
を
も
っ
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の

構
築
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

○ 「
安
全
で
安
心
、
そ
し
て
快
適
な
ま

ち
」の
視
点

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
加

速
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
道
路
や
上
下
水
道
な

ど
の
長
寿
命
化
、
地
域
防
災
力
の
強

化
に
よ
る
住
環
境
整
備
な
ど
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
井
寺
ト
ン
ネ
ル
は
、
４
月
か
ら

長
野
県
と
協
調
し
て
実
質
５
割
引
と

な
る
制
度
を
導
入
し
て
お
り
、
三
才

山
お
よ
び
新
和
田
ト
ン
ネ
ル
に
つ
い

て
は
、
今
年
８
月
の
時
間
帯
割
引
制

度
の
運
用
開
始
を
目
指
し
ま
す
。

　

２
月
の
大
雪
災
害
の
応
急
対
策
に

つ
い
て
、
県
と
意
見
交
換
を
行
い
な

が
ら
、
今
後
の
災
害
対
応
や
地
域
防

災
計
画
な
ど
の
施
策
に
活
か
す
た
め
、

「
災
害
検
証
チ
ー
ム
」を
発
足
し
、
検

証
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

○ 「
上
田
を
支
え
る
人
材
が
育
つ
ま

ち
」の
視
点

　
「
上
田
市
教
育
支
援
プ
ラ
ン
」に
基

づ
き
、
児
童
・
生
徒
一
人
ひ
と
り
の

状
況
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な
支
援

や
教
育
環
境
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
ま

ち
を
目
指
し
、「
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
新
制
度
」へ
の
円
滑
な
移
行
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
の「
い
じ
め
防
止
対
策
推
進

法
」の
制
定
に
伴
い
、
市
内
の
小
・
中

学
校
全
校
で「
い
じ
め
防
止
基
本
方

針
」の
策
定
を
終
え
、
市
に
お
い
て
も

「
上
田
市
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」を

策
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
い
じ
め

の
未
然
防
止
、
早
期
発
見
、
早
期
対

応
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

○「
賑に
ぎ

わ
い
と
交
流
の
ま
ち
」の
視
点

　

激
化
す
る
都
市
間
競
争
の
中
で
優

位
性
を
保
つ
た
め
、
市
の
魅
力
を
内

外
に
発
信
し
、「
選
ば
れ
る
都
市
」に

す
る「
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」は
、

地
域
経
営
に
お
け
る
重
要
な
手
段
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
市
で
は
、
組
織
改

正
を
行
い
、「
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
」を
強
力
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
併
せ
て
市
民
の
皆
様
や
民
間
事

業
者
の
ア
イ
デ
ア
、
工
夫
を
凝こ

ら
し

た
取
組
に
期
待
し
つ
つ
、
幅
広
い
分

野
で
の
協
働
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
に
日
本
で
開
催
さ
れ

る
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
向

け
、
菅
平
高
原
を「
世
界
の
菅
平
」へ

飛
躍
さ
せ
る
と
い
う
強
い
思
い
の
も

と
、
キ
ャ
ン
プ
地
・
事
前
合
宿
地
の

誘
致
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

○「
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」の
視
点

　
「
施
設
白
書
」を
は
じ
め
、
施
設
の

長
寿
命
化
、
再
配
置
な
ど
の
計
画
を

作
成
し
、
公
共
施
設
全
体
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
財
政

の
健
全
化
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
期
総
合
計
画
お
よ
び
行
財
政
改

革
大
綱
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
現

状
分
析
と
将
来
予
測
に
基
づ
く
政
策

立
案
機
能
の
強
化
や
、
さ
ら
な
る
効

果
的
・
効
率
的
な
行
政
組
織
へ
と
見

直
し
を
進
め
る
な
ど
、
限
ら
れ
た
経

営
資
源
を
有
効
活
用
し
、
市
民
協
働

と
対
を
成
す
行
財
政
改
革
の
取
組
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
む
す
び
に

　

こ
れ
ま
で
の
取
組
を
通
じ
、
市
民

の
皆
様
に
よ
る「
市
民
力
」と「
地
域

力
」、そ
し
て
郷
土
へ
の「
愛
着
心
」が
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
成
果
に
結
び

つ
い
て
い
く
も
の
と
確
信
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
私
は
、
こ
う
し
た

動
き
を
大
き
く
育
て
な
が
ら
、
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
の
実
現
に
向
け
全
力
を
尽

く
す
所
存
で
す
。

　

上
田
市
の
明
る
い
未
来
に
向
け
、

10
年
後
の
将
来
像「
健
幸
4

4

都
市
う
え

だ
」の
実
現
を
目
指
し
、「
主
役
は
市

民
」、
行
政
は
そ
の
た
め
の「
舞
台
づ

く
り
」と
い
う
行
動
理
念
と
、「
自
立

と
連
携
」と
い
う
基
本
姿
勢
を
掲
げ
、

不
退
転
の
決
意
で
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

10
年
後
の
都
市
の
将
来
像「
健4けん
幸4こう
都
市
う
え
だ
」の

　
　
　

実
現
を
目
指
し
、誠
心
誠
意
、邁ま

い

進し
ん

し
て
ま
い
り
ま
す

６月議会に提案した議案の概要
○条例案（７件）
　・一部改正／上田市税条例　など
○予算案（７件）［21億4,223万円余］
　・ 平成26年度一般会計補正予算（第２号）

など
○事件決議案（６件）
　・ 神科第一保育園改築事業建築主体工事請

負契約の締結について
　・ 東塩田小学校屋内運動場改築事業建築主

体工事請負契約の締結について　など
○報告事項（24件）
　・ 専決処分した平成25年度上田市一般会

計補正予算　など

○施政方針はインターネットでも
　ご覧いただけます
　動画・全文をご覧いただけます。

動画は
こちらから

上田市ホームページ
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山
の
恵
み
を「
親
し
む
・
学
ぶ
・
守
る
」

７
月
27
日
㈰（
第
４
日
曜
日
）は「
信
州 

山
の
日
」

　

長
野
県
は
、
県
土
の
約
８
割
を
森
林
が
占

め
る
全
国
有
数
の
森
林
県
で
あ
り
、
こ
の
森

林
を
水
源
と
す
る
豊
富
な
水
は
、
本
県
は
も

と
よ
り
下
流
域
の
都
市
部
へ
も
そ
の
恩
恵
を

も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
国
に
23
座

あ
る
３
０
０
０
ｍ
峰
の
う
ち
15
座
を
有
す
る

日
本
一
の
山
岳
と
固
有
の
生
き
物
た
ち
の
宝

庫
で
あ
る
高
原
に
は
、
県
内
外
か
ら
多
く
の

人
た
ち
が
訪
れ
る
な
ど
、
山
が
与
え
て
く
れ

る
様
々
な「
恵
み
」は
私
た
ち
の
生
活
に
な
く

て
は
な
ら
な
い
貴
重
な
財
産
で
す
。

　

一
方
、
森
林
整
備
の
遅
れ
に
よ
る
水
源
涵か
ん

養よ
う

機
能
な
ど
の
低
下
、
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農

林
業
、
お
よ
び
高
山
植
物
へ
の
被
害
拡
大
、

登
山
者
の
増
加
な
ど
に
よ
る
山
岳
遭
難
事
故

の
増
加
な
ど
、
様
々
な
課
題
が
顕
在
化
し
て

お
り
、
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が「
山
」や「
自

然
」と
触
れ
あ
う
機
会
の
減
少
も
懸
念
さ
れ
、

「
山
」が
あ
ま
り
に
も
身
近
に
あ
る
た
め
、
意

識
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

こ
う
し
た「
山
」の
魅
力
や
価
値
を
認
識

し
、「
山
の
恵
み
」を
将
来
に
わ
た
り
持
続
的

に
享
受
し
て
い
く
た
め
に
、「
山
」を
守
り
育

て
な
が
ら
、有
効
に
利
活
用
し
て
い
く
た
め
、

長
野
県
独
自
の「
信
州 

山
の
日
」が
制
定
さ

れ
ま
す
。

●
名　

称　
　
「
信
州 

山
の
日
」

●
期
日
な
ど　
「
信
州 

山
の
日
」／
７
月
第
４
日
曜
日

　
　
　
　
　
　
「
信
州 

山
の
月
間
」／
７
月
15
日
〜
８
月
14
日(

１
か
月
間)

「
信
州 

山
の
日
」の
概
要

①
山
の
恵
み
に
親
し
む

・
体
力
、
年
齢
、
技
術
な
ど
に
応
じ
た
楽
し
む
こ
と
の
で
き
る
登
山
の
実
施

・
長
野
県
固
有
の
取
組
で
あ
る「
学
校
登
山
」の
内
容
の
充
実

・「
山
の
日
の
歌
」や「
山
の
日
」を
記
念
し
た
統
一
行
動
な
ど
の
実
施

②
山
の
恵
み
に
学
ぶ

・「
山
」に
関
す
る
総
合
的
な
講
演
会
・
研
修
会
な
ど
の
開
催（「
信
州　
山
の
日
」学
校
の
開
校
な
ど)

・「
山
の
恵
み
」を
体
感
す
る
行
事
の
開
催（
木
造
住
宅
見
学
会
、
ジ
ビ
エ
振
興
、
山
菜
狩
り
な
ど
）

③
山
の
恵
み
を
守
る

・
森
林
整
備
・
環
境
保
全
活
動
・
野
生
鳥
獣
被
害
対
策
の
推
進
、
お
よ
び
県
民
な
ど
の
参
加
の
促
進

・「
山
」に
関
わ
る
人
材
の
評
価

「
信
州 

山
の
日
」を
契
機
と
し
た
取
組

　  観光課
　　TEL23・5408
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美ヶ原高原自然観察会
　「日本百名山　美ヶ原高原」の王ヶ鼻・二人の小

こ

径
みち

を散策するコー
スです。どなたでも参加できます。美ヶ原高原は、日本一高く、
広い高原大地です。天気が良ければ、360度の大パノラマが楽し
めます。
日　時 　７月19日㈯午前９時30分～午後３時※雨天中止　
集合場所　美ヶ原自然保護センター
対　象 　どなたでも（小学生は要保護者同伴）
参加費 　200円（保険代。当日、受付で）
持ち物 　 美ヶ原での自然観察ができる服装、昼食、水分補給用

飲料、雨具
申し込み　 ７月15日㈫までに、電話または直接下記へ。
　  産業観光課　TEL85・2828

「信州 山の日」制定記念
四阿山・根子岳登山を
開催！
　今年、長野県が制定する「信州 山の日」を記念して、
市民の皆さんと一緒に上田市が誇る「日本百名山 四

あず

阿
まや

山
さん

」と「花の百名山 根
ね

子
こ

岳
だけ

」を楽しく登り、「山」への関心
を高めてもらうため、根子岳・四阿山登山を開催します。
日　時 　７月27日㈰午前６時～（開会式６時30分～）
 　※雨天中止
集合場所 　真田地域自治センター駐車場（登山道入口まではバスで送迎します）
対　象 　市内在住・在勤・在学の方（中学生以下は要大人同伴）
コース/定員 　根子岳コース（初級・約４時間）／60名（小学４年生以上）
　　　　　　四阿山コース（中級・約６時間）／20名（中学生以上）
　　　　　　根子岳四阿山縦走コース（上級・約７時間）／20名（中学生以上）
　　　　　　※申込多数時は抽選
参加費 　500円（保険料・温泉入浴料込み）
持ち物 　雨具、水分補給用飲料（多めに）、昼食、予備食、その他登山に必要なもの
申し込み 　 ７月１日㈫～18日㈮に、所定の申込用紙（下記に要問い合わせ）に必要

事項を記入の上、FAX、または直接下記窓口へ。
その他 　 レスキュー技術の講習（WMA、WFA）を受けた経験豊富なリーダーが帯

同し、また、登山口に救護班が待機しますが、原則として参加者が責任
を持って登山してください。

　  産業観光課（ゆきむら夢工房内）　TEL72・2204

登山時の注意事項
◇入山前には事前情報（宿泊山小屋、
天候など）を収集しましょう。
◇登山計画は必ず立て、計画内容を
家族や友人に知らせましょう。
◇単独登山は遭難時に連絡できず重
大事故を招きやすいので、なるべ
くパーティを組みましょう。
◇慎重な歩行と装備品を活用しス
リップによる滑落事故を防ぎま
しょう。
◇遭難やアクシデントが発生した場
合は、安全を優先した冷静かつ適
切な行動をとりましょう。
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　第二次上田市総合計画の策定に着手します。また、上田地
域定住自立圏の中心市として、構成市町村との連携を図り、
地域の活性化への新たな取組を推進します。
　2016年NHK大河ドラマ「真田丸」の放映決定、2019年ラグ
ビーワールドカップのキャンプ地誘致など、上田の特徴を生
かしたプロモーション、真田を生かしたまちづくりを進めま
す。また、将来を支える心豊かな人材を育てるとともに、長
野大学の公立大学法人化について検討を進めます。

１　 第二次上田市総合計画の策定
２　 上田地域定住自立圏及び上田市定住・交流人口増加策の

推進
３　新たな価値を創造するシティプロモーションの推進
４　人材育成と文化創造都市への取組
５　地域づくり施策の推進

　「文化の薫る創造都市うえだ」の実現に向け、市民の文化活
動の拠点施設「サントミューゼ」交流文化芸術センター・市立
美術館がいよいよ10月２日にオープンします。
　サントミューゼでは、基本理念である「育成」を図るため、
芸術家とふれあうことで子どもたちの感性を育む「育成」事業
や市民と共に企画し市民が参加する「市民協働」事業、大ホー
ルでのコンサートや美術館での特別展示など魅力ある「鑑賞」
事業を柱として、「文化創造元年」の取組を進めます。

１　 文化創造都市としての
「育成」事業の推進

２　 市民と共に歩む施設を
目指した「市民協働」事
業の推進

３　 魅力ある「鑑賞」事業の
推進

４　 サントミューゼのスムーズな開館と適正な運営・管理

　地方分権の推進や人口減少社会への対応を図るため、自ら
考え課題を解決する職員の育成と簡素で効率的な組織体制を
整備する中で、市の将来を見据えた行財政改革を推進します。
　また、災害などにより市役所機能が低下した中でも業務を
継続し、早期に復旧するための業務継続計画の作成の他、双
方向の情報提供の仕組みづくりを進め、市民生活の安全と安
心の向上を図ります。

１　 人材育成基本計画に基
づいた職員の意識改革
の推進

２　 組織改正と新たな上田
市定員管理計画の作成

３　 行財政改革大綱の着実
な実行と住民サービスの充実

４　地域防災力の向上と市の災害対応能力の強化
５　情報プラザの構築に向けた取組

政策企画局

交流文化芸術センター・市立美術館

総務部

アーティストが小学校を訪問して行う
「芸術家ふれあい事業」

平成26年度
各部局の

重点
目標
市では、取り組むべき目標の明確化と効率的な市政運営を行うため、

「目標管理制度」を導入し、毎年度、部局ごとに

市長と各部局長のとの契約である重点目標を設定し取り組んでいます。

今年度、各部局が重点的に取り組む目標をお知らせします。

子どもも一緒に消火訓練を体験した
「上田市防災訓練」

　  行政改革推進室　TEL23・5163
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　自主財源の確保を図るため、市税の公平かつ適正な課税に
努めるとともに、市税等納付案内センターを効果的に活用し、
収納率の向上に努めます。
　また、健全財政を堅持する一方で、社会情勢を的確にとら
え、遅滞のない機動的な予算編成に努めます。
　公有財産のより一層の適正な管理を行うとともに、遊休地
の利活用や処分を積極的に進めます。

１　 社会情勢に対応した財
政運営と安定的な財政
基盤の確立

２　 効果的・効率的な収納
対策による市税等収納
率の向上

３　 公平・適正な課税の推進
４　公有財産の適正な管理と利活用
５　遊休財産・土地開発公社保有土地の処分の推進

　「地域の個性や特性が生かされ　地域力が発揮されるまち
づくり」の実現を図るため、地域の皆さんが一定の裁量を持っ
てまちづくりを進めることができる「地域内分権」の確立に向
けて取り組みます。
　地域の主体的な活動への支援、人権尊重・男女共同参画の
推進、多文化共生社会の形成に向けた取組など、市民の皆さ
んの「参加」と「協働」によるまちづくりを目指します。

１　 地域内分権確立に向け
た地域の自治の推進

２　 参加と協働のまちづく
りの推進

３　 住民主体の地域づくり
活動への支援

４　人権が尊重され男女がともに参画できるまちづくり
５　外国籍市民への支援と多文化共生のまちづくり

　環境にやさしい資源循環型社会を形成するため、資源循環
型施設の早期建設に向けて広域連合と連携し、地域の皆さん
との合意形成に向けた取組、ごみの減量化・再資源化を進め
ます。 さらに地球温暖化対策として再生可能エネルギーの
導入に取り組みます。
　また、誰もが住みよい安全・安心なまちを目指し、特に特
殊詐欺などの被害防止対策、市営住宅の住環境整備を進めま
す。

１　 資源循環型施設の早期
建設に向けた地元住民
との合意形成

２　 資源循環型社会の形成
に向けたごみ減量化の
推進

３　再生可能エネルギーの利活用と地球温暖化防止対策の推進
４　犯罪や交通事故のないまちづくりと消費者被害防止の推進
５　市営住宅の環境整備と使用料の収納率の向上

　健（康）幸（福）都市を目指した健康づくり事業の推進、地域医
療体制の充実、市立産婦人科病院での安全・安心な医療の提
供、地域の周産期医療の推進および婦人科診療の充実を図る
とともに、高齢者が安心して過ごせるよう、地域包括ケアシ
ステムの構築、総合的な認知症施策などを推進します。
　また、障がい者支援の充実やさらなる地域福祉の推進、生
活困窮者の自立支援の強化を図るとともに、医療費適正化、
国保財政の健全運営にも努めます。

１　健（康）幸（福）都市を目指した健康づくり事業の推進
２　 救急医療体制整備と医師の確保による地域医療体制の充実
３　安全・安心な医療の提供と婦人科診療の充実
４　 第５期高齢者福祉総合計画の推進と第６期高齢者福祉総

合計画の策定
５　 共生社会の実現を目指した障がい者支援の充実と地域福

祉の更
さら

なる推進
６　医療費適正化の推進と国保財政の健全な運営

　神科第一保育園の年度内建替えを進めるとともに、神川地
区統合保育園の建設候補地の早期取得を目指します。
　また、来年度からの「子ども・子育て支援新制度」への円滑
な移行に向け、支援事業計画の策定、新制度管理電算システ
ムの構築などを行います。
　さらに、発達の気になる児童を支援するため、「育ちの記録」
や支援ノート「つなぐ」を活用しながら発達相談や支援体制の
充実を図ります。

１　 上田市保育園等運営計
画に基づく保育施設の
整備

２　 「子ども・子育て支援
新制度」への円滑な移
行

３　発達支援体制の強化・充実
４　多様なニーズに応えるきめ細かな子育て支援施策の充実

財政部

市民参加協働部

生活環境部

健康福祉部

こども未来部

「税金について学ぼう」
小学校で実施された租税教室

市民と市職員による
まちづくりの検討の様子

雑がみ回収袋導入に伴う自治会説明会

にじいろ広場で遊ぶ親子
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　新産業育成と雇用の創出に向けて産学官連携による創業支
援の仕組みづくりを行うとともに、民間活力を活用した就職
支援に取り組みます。
　また、NHK大河ドラマ決定や大坂の陣400周年記念、北陸
新幹線金沢延伸を契機に真田氏を活

い

かした観光客の誘客を進
めます。
　さらに、中心市街地活性化とまちなかの回遊性増加に引き
続き取り組むために、第２期計画の策定に取り組みます。

１　 中小企業者の経営力強
化と次世代産業の育成

２　 真田氏を活
い

かした観光
振興と受入基盤の整備

３　 中心市街地活性化基本計
画２期計画策定及び商店
街の主体的取組支援

４　地域の雇用回復に向けた求職者の就職支援と人材育成支援の推進
５　北陸新幹線の金沢延伸を契機とした交流の推進と上田の魅力の発信

　地元農産物を地域内で消費する地産地消と６次産業化の推
進、農業施設の計画的な維持保全、特に地域住民が参加する
維持活動を支援します。
　また、侵入防止柵の計画的な設置により鳥獣被害の軽減に
努め、森林整備の推進と木質エネルギーの利用を促進します。
　さらに「人・農地プラン」の実行により、遊休農地の再生と
流動化による集積を促進し新規就農者を支援します。

１　 地産地消の推進と都市
農村交流による活性化

２　 農地の有効利用、遊休
荒廃農地の解消、鳥獣
被害対策の推進

３　 地域で支える健全な森林の環境整備
４　 農業・農村の多面的機能の発揮と農業用施設の延命化及

び防災対策の強化
５　人・農地プランの実行と農地利用集積の推進

　地域資源を活用した賑
にぎ

わいと交流のまち創りに向け、上田
地域3

サンマル

0分交通圏構想の実現を図るとともに、サントミュー
ゼ周辺の道路整備を推進します。
　また、北陸新幹線の延伸を見据え、有料トンネルの利用者
負担軽減、および運賃低減バスの運行や別所線の利用促進な
どにより公共交通の活性化を推進します。
　さらに、生活快適都市を目指し安全・安心で緑豊かな魅力
ある都市環境の整備・創出に取り組みます。

１　 地域資源をつなぐ賑わい
と交流のまち創りに向け
た道路網の整備・促進

２　 「乗って残す」「乗って
活かす」を基本とした
公共交通活性化の推進

３　安全・安心な都市環境の整備
４　生活快適都市をめざしたまちづくり計画の推進
５　緑豊かな魅力ある都市環境の創出

　地域における防災体制を強化するため、消防団員の定数確
保に向けたさらなる普及啓発に努めるとともに、団員の処遇
改善などの施策に取り組み、消防団を中核とした地域防災力
の充実強化を一層推進します。
　また、防火講習などを通じて市民・事業所などの火災予防
への意識の高揚を図るとともに、耐震性貯水槽や消火栓の計
画的な設置など、防災対策を推進してまいります。

１　 消防団体制の充実・強
化

２　 市民への防災対策の推
進及び応急手当の普及
の推進

３　消防水利の充実・強化
４　上田広域消防本部体制の充実・強化の推進

　新たな住民自治システム構築に向け、地域の皆さんと協議
しながら地域経営会議の設置に向け、先進的に取り組みます。
　また、地域の重要な観光資源である丸子温泉郷の活性化や
安心なまちづくりに向けて、センター内に設置した横断的組
織で検討の上、効果的な施策を実行するほか、可燃ごみの削
減や障がい者就労施設などからの物品調達を推進し、笑顔が
広がる地域づくりを目指します。

１　地域経営会議の設立　
　　 ～参加と協働による住

民自治の先進モデル構
築～

２　 キラリと輝く丸子温泉
郷の活性化

３　安心なまちづくりの推進　～災害に備えたまちづくり～
４　環境にやさしく笑顔が広がる地域づくり
５　明るく親切で満足度の高いセンターづくり

商工観光部

農林部

都市建設部

消防部

丸子地域自治センター

NHK大河ドラマ「真田丸」放映決定 

市有林木材の有効利用のための搬出間伐

工事が進む市道丸子小牧線バイパスの
小牧側トンネル坑口

上田市消防団女性消防隊ぺナテス

新たな交流と連携の輪が広がる
市民活動団体交流会
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　NHK大河ドラマ「真田丸」放映が決定し、真田氏発祥の郷と
して地域の資源を活用した誘客体制づくりを進めます。
　2019年ラグビーワールドカップキャンプ地誘致などに向
け取り組みます。地域内分権確立に向け、地域の特性を活か
した住民自治組織について、市民協働での研究を進めます。
　また、安心できる住民生活の維持、実現のため、バスの利
用促進、災害時要援護制度の取り組みを進めます。

１　 真田地域の資源を活用
した誘客体制づくりの
推進

２　地域公共交通の推進
３　 菅平高原スポーツリ

ゾート地の整備促進
４　地域内分権確立に向けての住民自治組織設立の検討
５　災害時要援護者登録制度の普及、推進

　地域内分権推進のため、武石地域に合った住民自治組織の
あり方の協議を進めます。災害時には公助はもとより、「自助、
共助」の必要性から家庭、地域、団体などが連携し、行動す
る自主防災組織の充実を図ります。
　また、地域活性化を図るため資源を生かした魅力ある観
光、農業施策の展開と、美しい農山村風景の保存と創出のた
め引き続き武石地域全域公園化構想の実現に向けて取り組み
ます。

１　 武石地域経営会議設立
に向けた取組強化

２　 地域防災力の強化と安
心安全な地域づくり

３　 地域資源を活かした交
流・観光施策の展開

４　地域の特性を活かした魅力ある農業の推進
５　武石地域全域公園化構想による地域づくり
６　武石地域における温泉施設整備の方向性の検討

　各種行政サービスには、常に予算の執行が伴うことから、
会計事務の適正化と効率化を目指して、研修会や適正帳票率
の調査などを実施し、事務能力と指導力の向上に努めます。
　公金を適切に管理するため、これまでも実施してきた公金
を取り扱う課所や事業所などの実地検査を継続するととも
に、安全確実かつ効率的な資金運用に引き続き取り組みます。

１　会計事務の適正化と効率化
２　公金管理の適正化に資する検査等の継続実施
３　歳計現金の確実かつ効率的な管理・運用

　市民を支えるライフラインとして、いつでも安全・安心に
使える水道と快適で清潔な暮らしを確保していく下水道の整
備を推進します。
　上水道事業では将来の水需要などを考慮した長期的な施設
の更新計画の策定に着手します。
　下水道事業では、昨年度策定した「長寿命化計画」に沿って
施設の維持更新を行い、安定した下水処理を持続していきま
す。

１　経営効率化の推進
２　 上水道事業と簡易水道

事業の統合、安全でお
いしい水の安定供給

３　 上水道ライフラインの
計画的な維持・更新

４　下水道施設の計画的な維持・更新
５　循環型社会の形成に向けた資源の有効活用の推進

　将来の上田市を支える心豊かな人材を育成するため、教育
指導体制の充実を図るとともに、学校の耐震化を進め、安全
安心な学校教育環境をつくります。
　また、文化芸術活動の輪を広げ、新たな地域文化の創造を
目指しながら、歴史的・文化的な遺産の継承に努めるほか、
公民館や図書館などの社会教育施設やスポーツ施設などを効
果的に活用し、豊かな生涯学習社会の実現を目指します。

１　 「上田市教育支援プラ
ン」の推進

２　 学校施設の耐震化推進
と教育環境の整備

３　 新たな文化創造を育む
環境づくりと文化遺産
の継承

４　生涯学習の推進による地域の教育力の醸成
５　生涯スポーツ活動の推進とスポーツ環境の整備

真田地域自治センター

武石地域自治センター

会計管理者組織

上下水道局

教育委員会事務局

つつじ祭りで賑わうお屋敷公園

開館15周年を迎えた「うつくしの湯」
来館者200万人も近い

増設した藤原田配水池

上田　道と川の駅でのストリート
パフォーマンスフェスティバル
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上
田
市
で
投
票
で
き
る
方

・ 

平
成
６
年
８
月
11
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方

・ 

平
成
26
年
４
月
23
日
ま
で
に
上
田

市
に
住
民
登
録
し
、
引
き
続
き
上

田
市
に
住
所
を
有
し
て
い
る
方

市
内
で
転
居
さ
れ
た
方

・ 

７
月
11
日
ま
で
に
市
内
転
居
の
届

出
を
し
た
方
は
、
転
居
後
の
住
所

地
の
投
票
所
で
の
投
票
と
な
り
ま

す
。

・ 
７
月
12
日
以
降
に
市
内
転
居
の
届

出
を
し
た
方
は
、
転
居
前
の
住
所

地
の
投
票
所
で
の
投
票
と
な
り
ま

す
。

市
外
へ
転
出
さ
れ
る
方

　

投
票
を
す
る
時
点
で
上
田
市
か
ら

転
出
し
て
い
る
方
は
、
上
田
市
で
投

票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ

し
、
転
出
先
が
長
野
県
内
の
市
町
村

の
場
合
に
限
り
、
次
の
要
件
を
満
た

す
場
合
は
、
上
田
市
で
投
票
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

・ 

上
田
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
こ
と

・ 

上
田
市
か
ら
転
出
し
た
市
町
村（
県

内
）に
住
所
を
有
し
て
い
る
こ
と

・ 

転
出
先
の
市
町
村
で
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

・ 「
引
き
続
き
県
内
に
住
所
を
有
す

る
旨
の
証
明
書
※
」を
提
示
す
る

こ
と

　

※ 「
引
き
続
き
県
内
に
住
所
を
有

す
る
旨
の
証
明
書
」は
、
最
寄

り
の
市
町
村
の
住
民
登
録
の
担

当
課
で
交
付
し
ま
す
。

投
票
所
入
場
券

　

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る

住
所
に
投
票
所
入
場
券
を
郵
送
し
ま

す
。

　

入
場
券
は
、
本
年
の
上
田
市
長
選

挙
・
上
田
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
と

同
様
に
封
書
形
式
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

裏
面
に
期
日
前
投
票
の
際
に
使
用

す
る
期
日
前
投
票
宣
誓
書
を
印
刷
し

て
い
ま
す
の
で
、
11
ペ
ー
ジ
の「
期

日
前
投
票
は
簡
単
・
便
利
」の
項
目

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

投
票
所

　

投
票
所
の
場
所
は
、
郵
送
で
送
付

す
る
入
場
券
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

ご
確
認
の
上
、
お
間
違
い
の
な
い
よ

う
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　

投
票
所
は
12
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

投
票
で
き
る
時
間

　

投
票
時
間
は
、
午
前
７
時
か
ら
午

後
８
時
ま
で
で
す
。　

投
票
の
方
法

・ 

11
ペ
ー
ジ
上
図「
投
票
の
手
順
の

例
」の
と
お
り
、
受
付
を
済
ま
せ

た
後
、「
長
野
県
知
事
選
挙
」の
投

票
用
紙
を
受
け
取
り
ま
す
。

・ 

記
載
台
で
候
補
者
の
氏
名
を
記
入

し
、投
票
箱
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

・ 

手
や
目
が
不
自
由
な
ど
の
理
由
に

よ
り
ご
自
分
で
書
け
な
い
方
は
、

投
票
所
の
係
員
が
代
わ
っ
て
投
票

用
紙
に
記
入
す
る「
代
理
投
票
」制

度
が
あ
り
ま
す
。

・ 

目
が
不
自
由
な
方
は
点
字
投
票
が

期日 8月10日㈰
投票
時間 午前7時～午後8時
選挙公報は、新聞折込または各家庭への直接配布により
お届けします。
　今回の選挙は、今後の長野県政を託す人を選ぶ大切な選挙です。忘れずに投票しましょう！
当日、投票に行かれない方は、便利な期日前投票の制度をご利用ください。

長
野
県
知
事
選
挙

　上田市選挙管理委員会　TEL23・5438
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で
き
ま
す
。
受
付
で
係
員
に
申
し

出
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票
は
簡
単
・
便
利

　

投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
な
ど
で
投

票
所
に
行
か
れ
な
い
方
に
は
、
投
票

日
前
に
投
票
を
済
ま
せ
る「
期
日
前

投
票
」の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
入
場

券
の
裏
面
に
印
刷
さ
れ
て
い
る「
期

日
前
投
票
宣
誓
書
」に
必
要
事
項
を

記
載
し
、
期
日
前
投
票
所
に
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

　

期
日
前
投
票
の
場
所
や
期
間
な
ど

は
次
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
期
日

前
投
票
は
、
住
所
地
に
関
係
な
く
い

ず
れ
の
投
票
所
で
も
投
票
で
き
ま

す
。

●
場
所
／
期
間

・ 

旧
上
田
市
福
祉
会
館
２
階（
市
役

所
の
斜
め
向
か
い
側
）、
丸
子
・

真
田
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー

　

／
７
月
25
日
㈮
〜
８
月
９
日
㈯

・ 

武
石
・
豊
殿
・
塩
田
・
川
西
地
域

自
治
セ
ン
タ
ー

　

／
８
月
２
日
㈯
〜
９
日
㈯

●
時
間

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

●
持
ち
物

　

 

投
票
所
入
場
券（
届
い
て
い
る
場

合
）

郵
便
な
ど
に
よ
る

不
在
者
投
票

　

障
害
者
手
帳（
ま
た
は
戦
傷
病
者

手
帳
）を
持
っ
て
い
て
一
定
の
要
件

に
該
当
す
る
方
や
、
介
護
保
険
の
被

保
険
者
証
に
要
介
護
５
と
記
載
さ
れ

て
い
る
方
は
、
在
宅
の
ま
ま
郵
送
な

ど
に
よ
り
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
所
定
の

手
続
き
が
必
要
で
す
。
早
め
に
選
挙

管
理
委
員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

病
院
な
ど
で
の

不
在
者
投
票

　

指
定
さ
れ
た
次
の
30
施
設
で
は
、

そ
の
施
設
内
で
不
在
者
投
票
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
病
院
長
な
ど
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
市
内
の
指
定
施
設

　

 

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
、
安
藤

病
院
、
千
曲
荘
病
院
、
上
田
病
院
、

小
林
脳
神
経
外
科
神
経
内
科
病

院
、柳
澤
病
院
、報
恩
寮
、長
寿
園
、

室
賀
の
里
、
ロ
ー
マ
ン
う
え
だ
、

介
護
老
人
福
祉
施
設
う
え
だ
敬
老

園
、ケ
ア
ハ
ウ
ス
う
え
だ
敬
老
園
、

し
も
の
ご
う
敬
老
園
、
上
田
し
い

の
み
園
、
し
い
の
み
療
護
園
、
御

所
苑
、ほ
の
ぼ
の
、チ
ェ
リ
ー
ガ
ー

デ
ン
、
い
ず
み
の
、
鹿
教
湯
病
院
、

三
才
山
病
院
、
丸
子
中
央
病
院
、

そ
よ
か
ぜ
病
院
、
ケ
ア
ま
る
こ
、

し
お
が
わ
敬
老
園
、
ベ
ル
ポ
ー
ト

ま
る
こ
東
、
ベ
ル
ポ
ー
ト
ま
る
こ

西
、
ア
ザ
レ
ア
ン
さ
な
だ
、
と
も

し
び
、
ラ
イ
ズ
上
田
中
央

他
市
区
町
村
で
の

不
在
者
投
票

　

滞
在
先
の
市
区
町
村
選
挙
管
理
委

員
会
で
も
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
は
あ
ら
か

じ
め
所
定
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

投
票
ま
で
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
の

で
、
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。選

挙
公
報
を
ご
覧
く
だ
さ
い

　

候
補
者
の
政
見
な
ど
を
掲
載
し
た

選
挙
公
報
を
新
聞
折
込
ま
た
は
郵
便

受
け
な
ど
に
直
接
配
布
す
る
方
法
に

よ
り
各
家
庭
に
お
届
け
し
ま
す
。
な

お
、市
役
所
、各
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー

お
よ
び
公
民
館
な
ど
に
も
置
き
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
投
票
所

の
場
所
を
示
す
地
図
を
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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投票区 投　票　所 対　象　自　治　会

１ 上田市東部保育園
上常田、中常田、下常田、
北常田、常入

２ 踏入公会堂 踏入、泉町
３ 上田市中央公民館 材木町、愛宕町、鍛冶町

４ 南天神町自治会館
南天神町、泉平、北天神町、
天神の杜

５ 上田市役所
松尾町、鷹匠町、本町、末広町、
大手町、横町、海野町、原町、
袋町、丸堀町

６ 上田明照会甘露保育園
馬場町、田町、上川原柳町、
下川原柳町、上鍛冶町、
上房山、下房山

７ 上田市立北小学校旧図工室 新田

８ 北大手町会館
木町、北大手町、柳町、
上紺屋町、下紺屋町

９ 緑が丘会館 緑が丘、新屋、緑が丘北
10 西脇会館 鎌原、西脇、新町、諏訪部
11 上田市西部公民館 生塚、常磐町、緑が丘西、城北
12 上田市秋和児童センター 秋和
13 上田市塩尻地区公民館 上塩尻
14 下塩尻公民館 下塩尻
15 大屋公会堂 大屋
16 上青木公民館 上青木、梅が丘、久保林

17 みすず台南公民館
下青木、みすず台南、
みすず台北

18 上田市下堀コミュニティセンター 岩下、上沢、下堀、上堀
19 国分公民館 黒坪、国分
20 諏訪形公民館 小牧、諏訪形、三好町
21 上田市城下保育園 中村、朝日ヶ丘
22 須川公会堂 須川
23 御所公会堂 御所
24 中之条公会堂 中之条
25 千曲町団地集会室 千曲町

26
上田市古戦場公園
コミュニティセンター
（下之条公民館）

下之条

27 上田原自治会館 上田原
28 川辺町会館 川辺町
29 神畑公民館 神畑
30 上田創造館 倉升
31 上半過ふれあいセンター 半過
32 築地自治会館 築地、東築地

33
上田市川辺・泉田地区
防災センター

福田、吉田

34 伊勢山生活改善センター
畑山、伊勢山、富士見台、
住吉が丘

35 野竹公民館 神科新屋、野竹、西野竹
36 岩門集落センター 笹井、川原、岩門

37
上田市染屋交流センター
（染屋自治会館）

染屋

38 山口自治会館 山口、蛇沢、金井
39 上田市神科児童センター 大久保、長島、金剛寺

40
上田市農村環境改善センター
（豊殿地域自治センター）

森、大日木、長入、宮之上、
小井田、林之郷、漆戸

41 町吉田生活改善センター
中吉田、町吉田、ひかり、
桜台、下吉田

42 上田市まほろばの里交流会館 下郷、岩清水、矢沢、赤坂

投票区 投　票　所 対　象　自　治　会
43 塩田地域自治センター 上本郷、中野、学海南、学海北
44 五加自治会館 東五加、五加
45 上田市塩田北保育園 下本郷、上小島、下小島、保野

46 舞田公民館
舞田、八木沢、八舞、
セレーノ八木沢

47 上田市東塩田児童センター 平井寺、鈴子、石神、柳沢
48 下之郷公民館 下之郷、桜
49 上田市塩田構造改善センター 下組、富士山中組、奈良尾

50 西塩田会館
十人、塩田新町、東前山、
西前山

51 上田市西塩田保育園 手塚、山田
52 上田市相染閣（あいそめの湯） 野倉、分去、大湯、院内、上手
53 浦野公民館 浦野、越戸、浦野南団地
54 上田市浦里保育園 仁古田、岡、藤之木
55 上田市下室賀コミュニティセンター 下室賀、ひばりケ丘
56 上田市室賀基幹集落センター 上室賀
57 小泉自治会館 小泉

58
上田市鹿教湯温泉交流セン
ター

西内

59 平井公民館 平井
60 上田市東内保育園 荻窪、和子、下和子
61 上田市丸子文化会館 三反田、腰越
62 丸子地域自治センター 辰ノ口、海戸、沢田、八日町
63 上田市中丸子保育園 中丸子、下丸子
64 中山公民館 御嶽堂

65
上田市コミュニティセンター
熊の森（飯沼公民館）

飯沼

66 茂沢公民館 茂沢
67 尾野山公民館 尾野山
68 上田市長瀬市民センター 上長瀬、町組、下長瀬
69 上田市コミュニティセンター塩川 石井、狐塚
70 南方公民館 坂井、郷仕川原、南方
71 藤原田公民館 藤原田

72
上田市菅平高原
国際リゾートセンター

菅平

73 渋沢公民館 大日向（渋沢）
74 大日向公民館 大日向（渋沢を除く）
75 上田市真田生涯学習館 角間、横沢、真田、十林寺

76 真田地域自治センター
石舟、戸沢、つくし、横尾、
四日市、荒井

77 上田市そえひ保育園 大庭、曲尾、萩

78
上田市傍陽西部地区
コミュニティセンター

入軽井沢、岡保、傍陽中組

79 横道公会堂
田中、下横道、中横道、
上横道、穴沢、三島平

80 上田市本原担い手研修センター 上原、下郷沢、中原、表木、町原
81 竹室公民館 小玉上郷沢、赤井、下塚、竹室
82 下原公民館 大畑、下原、出早
83 沖公民館 鳥屋、沖

84 上田市武石公民館
薮合、中島、七ヶ、片羽、
堀之内、市之瀬

85 武石ふれあい教室 下本入、権現、下小寺尾

86 上本入生活改善センター
上小寺尾、唐沢小原、
築地原、大布施巣栗、西武

87 小沢根公民館 小沢根
88 余里公民館 余里

◆投票所は次のとおりです

長野県知事選挙

表中、太字の自治会は投票所が変更になっています。
お確かめの上、お間違えないようにお願いします。
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　市では、家庭から出る生ごみの減量化を行うため、「生ごみ減量化機器」の普及に取り組んでいます。今回、
「生ごみ減量化機器」の減量効果などを確認するため、生ごみを乾燥させる機器である「通風乾燥型生ごみ処理
機」を使用し、モニター調査を実施します。
　本モニター調査では、生ごみ処理機を実際に利用いただき、家庭から出るごみの量などを調査し、今後の
生ごみの減量化施策の基礎資料、および市民の皆様への情報発信に活用します。
　本モニター調査に参加いただける市民の皆様を募集します。

調査期間 　９月１日㈪～平成27年２月28日㈯
内　容 　・生ごみの計量（乾燥前、乾燥後の生ごみ重量の測定・記録[６か月間]）
　　　　　・利用状況のアンケート回答
　　　　　・乾燥させた生ごみの提出
　　　　　その他、以下の内容をお願いする事があります。
　　　　　　・「広報うえだ」へのモニターの感想を掲載
　　　　　　・市で作成している「行政チャンネル」への出演
募集人数 　100名※応募者数が100名を超えた場合、次のとおり抽選会を実施します（代理出席可）。　
　　　　　 抽選日 　８月９日㈯午前10時～
　　　　　 場　所 　中央公民館（大会議室）
　　　　　 周知方法　次の方法により抽選会実施の有無をお知らせします。
 　・郵送（申請者宛）　８月４日㈪に、申込時に記載いただいた住所に発送
 　・市ホームページ　８月５日㈫までに掲載
応募条件 　・市内に住所を有し、機器を適正に維持管理し、利用状況などのアンケートに協力できる方
　　　　　・各自で生ごみの重量を計量することができる方
　　　　　・モニター決定後に実施をする説明会に参加できる方
　　　　　　※「生ごみ処理機」は説明会時に会場でお渡しします。
応募期間 　７月７日㈪～31日㈭
 （窓口での受付時間は平日午前８時30分～午後５時15分）
応募方法 　申込書に必要事項を記入し、次のいずれかの窓口へ。
　　　　　※市ホームページから電子申請可能
 　応募は１世帯１回限り
提出先 　  資源循環型施設建設関連事業課
 　 （上田市役所本庁舎２階）
　　　　　  廃棄物対策課（上田クリーンセンター内）
　　　　　  市民生活課（丸子地域自治センター内）
　　　　　  市民生活課（真田地域自治センター内）
　　　　　  市民生活課（武石地域自治センター内）
説明会 　※申請者は必ず出席してください。

会場名 開催日 時間
中央公民館 ８月19日㈫

午後７時～
武石公民館 ８月20日㈬
中央公民館 ８月23日㈯

午前10時～
丸子文化会館（セレスホール）

８月24日㈰
上田創造館 午後２時～
真田中央公民館 ８月25日㈪ 午後７時～

　  資源循環型施設建設関連事業課　TEL71・8082
今回の使用機器

その他 　モニター期間終了後も希望される方は、引き続き「生ごみ処理
機」を使用いただけます。
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５
月
下
旬
、
国
内
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
で
活
躍
さ
れ
て
い

る
ピ
ア
ニ
ス
ト
仲
道
郁
代
さ
ん
に
丸
子
地
域
の
全
小
学

校
を
訪
問
し
て
い
た
だ
き
、
ク
ラ
ス
ご
と
の
音
楽
活
動

や
、
丸
子
文
化
会
館
で
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
を
開

催
し
ま
し
た
。
コ
ン
サ
ー
ト
は
も
ち
ろ
ん
、
全
国
で
子

ど
も
た
ち
を
対
象
に
音
楽
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
数
多
く

手
が
け
て
こ
ら
れ
た
仲
道
さ
ん
か
ら
、
音
楽
を
楽
し
む

コ
ツ
や
、
サ
ン
ト
ミ
ュ
ー
ゼ
の
ふ
れ
あ
い
事
業
に
対
す

る
思
い
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

「
地
域
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
／
ク
ラ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
」

み
ん
な
で
創
る
、
芸
術
の
ま
ち
う
え
だ

シリーズ

交流・文化施設

Vol.17
　  交流文化芸術センター
　　TEL27・2000

サント
ミュー

ゼ

「
芸
術
家
ふ
れ
あ
い
事
業
」・「
市
民
提
案
開
館
記
念
事
業
」

６
月
12
日
、
サ
ン
ト
ミ
ュ
ー
ゼ（
交
流
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー
・
市
立
美
術
館
）の
定
礎
除
幕
・
引
渡
し
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

現
地
で
は
、
10
月
２
日
の
開
館
に
向
け
た
準
備
作
業
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
サ
ン
ト
ミ
ュ
ー
ゼ
で
は
、
国
内
外
で
活
躍
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
市
内
の
全
小
学
校
を
回
り
、
音
楽
を
も
っ
と
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

『
芸
術
家
ふ
れ
あ
い
事
業
』を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
提
案
い
た
だ
い
た
開
館
後
の『
市
民
提
案
開
館
記
念
事
業
』が
決
定
し
ま
し
た
の
で
、
事
業
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

サ
ン
ト
ミ
ュ
ー
ゼ
は
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
、
引
き
続
き
皆
さ
ん
の
活
動
を
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

ピ
ア
ニ
ス
ト
・
仲な
か

道み
ち

郁い
く

代よ

さ
ん
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

●
ク
ラ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
の
内
容
は
？

　

音
楽
を
た
だ
聴
い
て
い
た
だ
く
だ
け

で
は
な
く
、
そ
の
音
楽
か
ら
ど
の
よ
う

な
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る

か
、
音
は
空
気
中
を
ど
の
よ
う
に
動
い

て
い
る
の
か
な
ど
、
詩
を
使
っ
た
り
、

絵
を
使
っ
た
り
、
手
品
の
よ
う
な
こ
と

も
取
り
入
れ
な
が
ら
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
あ
る

絵
を
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
渡
し
て
、
子
ど

も
た
ち
の
想
像
の
世
界
の
中
で「
そ
の

絵
の
中
の
世
界
を
音
楽
に
し
よ
う
」 

と

い
う
こ
と
で
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
音
楽

を
作
っ
て
み
ま
し
た
。
20
分
と
い
う
短

い
時
間
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
す
ご
く
工

夫
し
て
、面
白
く
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

●
子
ど
も
た
ち
の
反
応
は
？

　

最
初
は
か
し
こ
ま
っ
て
い
た
子
ど
も

た
ち
も
、
私
が「
音
楽
に
答
え
は
無
い
。

み
ん
な
が
感
じ
る
こ
と
そ
れ
ぞ
れ
が
正

解
な
ん
だ
よ
」っ
て
言
っ
た
瞬
間
か
ら
、

ち
ょ
っ
と
解
放
さ
れ
た
よ
う
な
雰
囲
気

に
な
っ
て
く
れ
て
、嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

元
々
芸
術
は
自
由
な
発
想
で
行
う
も

の
で
、
音
楽
も
、
お
互
い
を
認
め
合
い
、

そ
し
て
一
緒
に
作
り
出
す
こ
と
が
で
き

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
そ
こ
に
感

動
も
伴
う
と
い
う
、
素
晴
ら
し
い
ジ
ャ

ン
ル
だ
と
思
い
ま
す
。

●
音
楽
を
楽
し
む
コ
ツ
・
ポ
イ
ン
ト
は
？

　

子
ど
も
た
ち
は
本
来
、
五
感
を
使
っ

て
何
か
を
感

じ
る
と
い
う

こ
と
に
長た

け

て
い
る
の
で

す
が
、
社
会

生
活
を
送
る

中
で
、
自
由

に
音
楽
を
楽

し
め
な
く
な

る
こ
と
も
あ

る
か
も
知
れ

な
い
で
す
よ

ね
。
そ
こ
を

ふ
っ
と
解
き
放
っ
て
、
感
じ
た
こ
と
を

そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
て
、
自
分
が
感
じ

た
事
を
繰
り
返
し
て
み
る
と
も
っ
と
楽

し
め
る
と
思
い
ま
す
。

●
子
ど
も
た
ち
に
期
待
す
る
こ
と
は
？

　

芸
術
に
触
れ
て
親
し
む
こ
と
で
、
想

像
・
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
た
り
、
ク
リ
エ

イ
ト（
創つ
く

り
上
げ
る
）し
た
り
、
工
夫
す

る
、
協
力
す
る
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
こ
と
な
ど
、
と
て
も
大
切
な

こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

上
田
は
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
芸
術
教

育
に
力
を
入
れ
て
い
く
と
い
う
こ
と

な
の
で
、
生
き
る
力
を
持
っ
た
子
ど
も

た
ち
が
ど
ん
ど
ん
増
え
る
と
思
い
ま

す
し
、
そ
う
い
っ
た
力
を
ど
ん
ど
ん
つ

け
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

● 

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
市
民
の

皆
さ
ん
に
期
待
す
る
こ
と
は
？

　

サ
ン
ト
ミ
ュ
ー
ゼ
で
は
、
私
が
選
定

し
た
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
２
台
と
ヤ
マ

ハ
１
台
の
、
３
台
の
ピ
ア
ノ
を
舞
台
の

上
に
乗
せ
て
、
楽
器
の
特
色
や
、
何
が

ど
う
違
っ
て
だ
か
ら
ど
う
お
も
し
ろ

い
と
い
う
こ
と
を
お
見
せ
し
た
り
、
お

話
し
し
な
が
ら
、
音
を
聴
き
比
べ
て
い

た
だ
く
と
い
う
よ
う
な
公
演
も
10
月
に

行
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
併
せ
て
音

楽
の
魅
力
を
お
話
し
し
、
親
し
ん
で
い

た
だ
く
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
も
行
い
ま
す

の
で
、
様
々
な
角
度
か
ら
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

芸
術
家
ふ
れ
あ
い
事
業
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◆交流文化芸術センター
採　　択　　記　　念　　事　　業　　一　　覧

学生地域くらし創り考房こみっと「信州学生サミット」～信州の未来は僕らが作る～
平成26年

12月５日㈮～７日㈰
上田市民吹奏楽団「ポップスコンサート2014」 12月20日㈯・21日㈰
音を楽しむ会「千住真理子によるバリアフリーコンサート」

平成27年

１月10日㈯
アルケミストコンサート １月17日㈯
上田市民劇場「第310回例会」 １月22日㈭・23日㈮
上田市合唱団体連絡協議会「第35回上田合唱祭」 ２月28日㈯・３月１日㈰
築田佳奈「親子で愉しむクラシックコンサート」 ３月７日㈯
美音の会「モーニングコンサート（仮）」 ３月25日㈬
県高等学校文化連盟吹奏楽部会東信支部「東信吹奏楽祭」 ３月27日㈮～29日㈰
上田民踊連合会「上田民謡まつり創立50周年記念」 ４月４日㈯
コーラスかわせみ「40年あゆみコンサート」 ４月18日㈯・19日㈰
明治大学校友会上田地域支部「明治大学マンドリン倶楽部上田公演」 ５月９日㈯
セガワバレエアカデミープレゼンツ・ダンスフェスティバル2015 ５月23日㈯・24日㈰
朗読 矢車の詩「朗読劇」 ５月30日㈯・31日㈰
上田染谷丘高等学校吹奏楽班「第26回定期演奏会」 ６月６日㈯・７日㈰
上田東高等学校吹奏楽班「第30回定期演奏会」 ６月13日㈯・14日㈰
上田高等学校吹奏楽団「第40回定期演奏会」 ６月20日㈯・21日㈰
上田平和音楽祭実行委員会｢第28回上田平和音楽祭｣ ７月25日㈯・26日㈰
信州コマ倶楽部｢全日本製造業コマ大戦G3県別対抗団体戦｣ ７月４日㈯
劇団モカイコＺ「ザ・カーリー（仮）」 ７月10日㈮～12日㈰
信州シャンソンを楽しむ会信州パリ祭2015実行委員「信州パリ祭」 ７月20日（月・祝）
腹話術サークル笑いのワ｢うえだ腹話術交流フェスタ2015『ようこそ!腹話術の世界へ、』｣ ７月30日㈭～８月２日㈰
メンネルコール我謝（ガシャ）｢サマーコンサート｣ ８月２日㈰
平澤節子「ぴあのでスマイル」 ９月６日㈰
コーラスこぶし「峰村操ピアノリサイタル」 ９月12日㈯
上田千曲高等学校吹奏楽班｢第７回定期演奏会｣ ９月19日㈯・20日㈰
貴山流貴山社中「貴山流日本舞踊発表会」 10月31日㈯・11月1日㈰
信州真田六文銭太鼓保存会「太鼓演奏」 11月７日㈯
白鳥バレエ学園｢東信白鳥バレエフェスティバル2015上田教室創立50年第25回御代田教室第14回東御教室第７回合同発表会｣ 11月７日㈯・８日㈰
上田グローリア合唱団｢第60回定期演奏会｣ 11月14日㈯・15日㈰
三井厚子「地元出身若手演奏家による木管五重奏の響き」 11月22日㈰
ヨシコ フラ スタジオ上田スクールヴェリナフラ コーナネ「ハワイアン フラ ホイケ」 11月29日㈰
劇団ACT MAFIA TOKYO BOWZ「新作オリジナルミュージカル」 12月３日㈭～６日㈰
NPO法人上田演劇塾「創立20周年記念公演「風の吹く村」（仮）」 12月11日㈮～13日㈰

◆市立美術館
採　　択　　記　　念　　事　　業　　一　　覧

信州美術会「第66回長野県美術展」

平成26年

11月10日㈪～12月１日㈪
上田写真クラブ「第64回写真県展」 12月11日㈭～15日㈪
日本画繭彩会「日本画繭彩会展」 12月19日㈮～23日㈫
セントラル･ライブリィ・プロモーション「上田アートフェスティバル（仮）」 12月27日㈯・28日㈰
米熊・慎蔵・龍馬会「蚕都上田の礎　三吉米熊と田中甚平の足跡」

平成27年

２月27日㈮～３月９日㈪
上田彫塑研究会「上田彫塑研究会会員展」 ３月25日㈬～30日㈪
かな絵会「第７回油彩画展」 ４月22日㈬～26日㈰
上田高校美術班OB会「作品展」 ５月16日㈯～25日㈪
いけばな小原流「いけばな小原流上田地区展」 ５月29日㈮～31日㈰
上田HPC（ハッセルブラッドフォトクラブ）｢第27回上田HPC写真展｣ ６月３日㈬～８日㈪
日本文化「英傑の書」展覧会 ６月17日㈬～29日㈪
久保やす子「植物画展『信州を彩る野の花たち』」 ７月１日㈬～６日㈪
版画の魅力展「第９回版画の魅力展」 ７月１日㈬～６日㈪
ギャラリー合歓木「日本画家平野俊一展『in the garden』」 ７月16日㈭～29日㈬
第一美術協会長野県支部「第一美術展」 ８月１日㈯～20日㈭
信州版画協会「信州版画展」 ８月22日㈯～30日㈰
東信美術会「第43回東信美術展」 11月13日㈮～23日（月・祝）

市民の皆さんと祝う開館記念事業決定!!
　市民のみなさんから応募いただいた事業の中から、開館記念事業として以下の51の事業が決定しました。
　各演目の詳細は、公演日に合わせてお知らせします。

次回の地域ふれあいコンサート（芸術家ふれあい事業）は

B
ブラック

LACK B
ボトム

OTTOM B
ブラス

RASS B
バンド

AND
　最上級の興奮と幸福を感じられるニューオーリンズ・ジャズです。
◆７月11日㈮ 午後７時～／川西公民館
◆７月12日㈯ 午後２時～／武石公民館
　入場料500円（当日券のみ。中学生以下無料）1515



第37回
丸子ドドンコ
日　時 　  ８月２日㈯
　午後２時30分
　～７時45分（予定）
場　所 　上丸子商店街
　第37回丸子ドドンコ実行委員会事務局
　　（  産業観光課内）　TEL42・1048

第30回
真田まつり
2014夏の陣
日　時 　 ８月２日㈯
　午前９時～午後８時
　（予定）

場　所 　真田運動公園、真田三代ゆかりの地
　第30回真田まつり実行委員会事務局
　　（  産業観光課内）TEL72・2204

第19回信州爆水RUN in 依田川
日　時 　 ８月３日㈰午前９時40分～（受付８時～）
場　所 　丸子総合グラウンド、依田川、内村川
　信州爆水RUN in 依田川実行委員会
　　（丸子総合体育館内）　TEL43・2250

第27回信州上田大花火大会
日　時 　 ８月５日㈫午後７時～（雨天順延）
場　所 　常田新橋下流300ｍ付近
交通規制 　（通行止め） 午後６時30分～９時
　　　　　 （右岸堤防道路［上田橋～常田新橋］は午後３時

30分～）
　　　　　※ 無料駐車場はありませんので、公共交通機関

をご利用ください。
　信州上田大花火大会実行委員会（上田商工会議所内）
　　 TEL22・4500

第56回
上田七夕まつり
期　日

　 ８月６日㈬～８日㈮
場　所 　海野町商店街
　 海野町商店街振興組合
　　事務局　TEL22・9301

第33回信州うえだ武石夏祭り
日　時 　 ８月12日㈫午後３時～９時、14日㈭午前８時

30分～、15日㈮午前９時～
場　所 　 お祭り広場
　 （武石地域自治セン
ター駐車場周辺）ほか。
　武石夏祭り
　　実行委員会
　　（  産業観光課内）
　　TEL85・2828

第29回 信州の鎌倉
塩田平の夏まつり
日　時 　８月12日㈫
　午後４時40分～９時30分
場　所 　中塩田小学校校庭
　中塩田地区夏祭り
　　実行委員会（林会長）
　　TEL38・2387

8月

1616



第16回
あじさい祭り
日　時 　  ７月19日㈯・
　　　　　20日㈰午前
　　　　　８時45分～
場　所 　塩田城跡あじさい広場、あじさい小道
駐車場 　無料駐車場あり
その他 　 フォトコンテスト撮影会／20日午前８時45分

に塩田の館で受付。
　塩田の館　TEL38・1251

稲倉棚田
ほたる火まつり
日　時 　  ７月19日㈯
　　　　　午後６時～
場　所 　稲倉棚田

　  農政課　TEL22・4100（内線1452）

蓮のフェスタ
in 信濃国分寺
期　日 　 ７月20日㈰
場　所 　信濃国分寺
　信濃国分寺　TEL24・1388

第43回上田わっしょい
日　時 　 ７月26日㈯午後６時30分～８時45分
　　　　　（みこしは午後４時～６時）
場　所 　中心市街地
交通規制 　（通行止め） 午後６時～９時15分
　　　　　（中央交差点付近は午後４時～）
　上田わっしょい実行委員会（  観光課内）
　　TEL23・5408

第５回
全国つるし飾り
まつり
期間/場所

　  ７月６日㈰～８月17
　日㈰／別所温泉周辺
○つり雛講習会（同時開催、要予約）
日　時 　 ７月６日㈰・12日㈯・20日㈰・25日㈮
　　　　　８月３日㈰・８日㈮
　　　　　午前10時～正午／午後１時～３時
場　所 　あいそめの湯ホール
参加費 　 初回1,000円（２回目以降１回500円）
申し込み 　 電話で別所温泉旅館組合（TEL38・2020）へ。
　別所温泉観光協会
　　TEL38・3510

第510回岳の幟
日　時 　 
　７月13日㈰午前８時～午後１時
場　所 　夫神岳から別所温泉街
　別所温泉観光協会
　　TEL38・3510

上田祇園祭
日　時 　 ７月19日㈯午後６時～９時頃
場　所 　中心市街地ほか
交通規制 　（通行止め）午後５時30分～９時30分
　上田祇園祭実行委員会（上田市自治会連合会事務局内）
　　TEL22・4100（内線1359）

夏まつりシーズン到来！今年も、熱い夏がやってきます
各地で繰り広げられる様々な趣向を凝らした
夏まつりへぜひお出かけください

　  観光課　TEL23・5408
※ 各イベントとも車イスでの観覧は可能ですが、専用スペースはありませんの
でご了承ください。詳細は、各イベントの問い合わせ先へ。7月

1717
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お
知
ら
せ

夏
の
地
域
安
全
運
動
が

行
わ
れ
ま
す

● 
ス
ロ
ー
ガ
ン「
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安

心
の
街
・
上
田
」

●
期
間　

７
月
1
日
㈫
〜
31
日
㈭

● 

内
容　

期
間
中
、
地
域
の
防
犯
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
よ
る
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
な
ど
も
行
わ
れ
ま
す
。
市
民
の

皆
さ
ん
も
、
車
・
自
宅
の
施
錠
確
認
や
、

特
殊
詐
欺
に
騙だ
ま

さ
れ
な
い
た
め
の
近
所

の
声
か
け
、
登
下
校
す
る
児
童
の
見
守

り
な
ど
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

生
活
環
境
課　

TEL
22
・
４
１
４
０

国
民
健
康
保
険（
国
保
）税

期
限
内
納
付
に
ご
協
力
を

　

平
成
26
年
度
納
税
通
知
書
を
７
月
中
旬

に
世
帯
主
へ
発
送
し
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
は
１
年
度
分（
４
月

か
ら
翌
年
３
月
分
ま
で
）を
７
月
か
ら
翌

年
３
月
ま
で
の
９
回
に
分
け
て
納
め
て
い

た
だ
き
ま
す
。
国
保
は
加
入
者
の
皆
さ
ん

で
国
保
税
を
負
担
し
、
病
気
や
ケ
ガ
な
ど

に
備
え
る「
助
け
合
い
の
制
度
」で
す
。
期

限
内
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

口
座
振
替
に
す
る
と
金
融
機
関
に
出
向

く
手
間
が
省は

ぶ

け
、
納
め
忘
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
せ
ん
。
国
保
年
金
課
、
お
よ
び
各
地

域
自
治
セ
ン
タ
ー
窓
口
、
ま
た
は
市
内
金

融
機
関
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

他
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
場
合
は
、

国
保
脱
退
の
届
出
が
必
要
で
す
。
届
出
を

さ
れ
な
い
と
国
保
税
が
引
き
続
き
課
税
さ

れ
ま
す
。
左
記
、
ま
た
は
各
地
域
自
治
セ

ン
タ
ー
へ
届
け
出
く
だ
さ
い
。

　

国
保
年
金
課　

TEL
23
・
５
１
１
８

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
に

見
舞
金
を
支
給
し
ま
す

● 

支
給
金
額　

１
万
円（
支
給
は
年
１
回

で
今
回
の
申
請
の
み
）

● 

対
象　

市
内
在
住
の
、
保
健
所
か
ら
７

月
１
日
現
在
で
特
定
疾
患
医
療
受
給
者

証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方（
小
児
慢

性
特
定
疾
患
で
医
療
受
診
券
を
お
持
ち

の
方
も
対
象
）

● 

申
し
込
み　

８
月
15
日
㈮
ま
で
に
、
見

舞
金
申
請
書
と
特
定
疾
患
医
療
受
給
者

証
の
写
し
を
、
左
記
窓
口
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

福
祉
課　
　
　

TEL
23
・
５
１
５
８

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
42
・
１
１
１
８

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
72
・
２
２
０
３

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
85
・
２
０
６
７

身
体
障
が
い
者
に
住
宅
改
修
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す

　

浴
室
、
台
所
、
洗
面
所
、
玄
関
、
階
段

な
ど
の
整
備
で
、
障
が
い
の
あ
る
方
が
常

時
使
用
す
る
も
の
に
限
り
、
住
宅
改
修
費

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

● 

内
容　

対
象
経
費
の
う
ち
最
高
70
万
円

が
補
助
対
象
限
度
額（
う
ち
自
己
負
担

額
１
割
）

※ 

希
望
件
数
が
多
い
場
合
は
、
よ
り
重
度

の
障
が
い
が
あ
る
な
ど
、
対
象
者
の
利

便
が
図
ら
れ
る
方
を
優
先
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

● 

対
象　

①
〜
③
全
て
に
該
当
す
る
方

　
 

①
市
内
在
住
で
、
身
体
障
害
者
手
帳
１

〜
３
級
の
認
定
を
受
け
て
い
る
65
歳
未

満
の
方
、
②
前
年
の
所
得
税
額
が
合
計

８
万
円
以
下
の
世
帯
に
属
す
る
方
、
③

市
税
に
滞
納
が
な
い
方

※ 

申
請
前
に
着
工
済
み
の
場
合
は
交
付
対

象
外
。

● 

申
し
込
み　

７
月
31
日
㈭
ま
で
に
事
前

に
問
い
合
わ
せ
の
上
、
窓
口
で
交
付
す

る
申
請
書
と
必
要
書
類
を
左
記
窓
口

へ
。

※ 

着
工
前
に
用
意
い
た
だ
く
書
類
が
あ
り

ま
す
。

　

福
祉
課　
　
　

TEL
23
・
５
１
５
８

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
42
・
１
１
１
８

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
72
・
２
２
０
３

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
85
・
２
０
６
７

ア
ク
ア
プ
ラ
ザ
上
田

夏
季
レ
ス
ト
ラ
ン
の
営
業
日

● 

営
業
日　

７
月
19
日
㈯
〜
21
日（
月
・

祝
）、
７
月
26
日
㈯
〜
８
月
17
日
㈰
、

８
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰

●
時
間　

午
前
11
時
30
分
〜
午
後
２
時

　

ア
ク
ア
プ
ラ
ザ
上
田

　
　

TEL
26
・
２
６
２
６

土
地
家
屋
調
査
士

無
料
相
談
会

　

７
月
31
日
の「
土
地
家
屋
調
査
士
の
日
」

に
あ
わ
せ
全
国
一
斉
に
無
料
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。
土
地
の
境
界
、
不
動
産
の
登

記
な
ど
で
お
悩
み
の
方
は
お
気
軽
に
利
用

く
だ
さ
い
。

● 

期
日　

７
月
22
日
㈫
〜
31
日
㈭
の
平
日

８
日
間

●
場
所　

各
土
地
家
屋
調
査
士
事
務
所

● 

申
し
込
み　

事
前
に
最
寄
り
の
土
地
家

屋
調
査
士
事
務
所
に
電
話
で
。
相
談
先

が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、
長
野
県
土
地

お
知
ら
せ

所得割率 資産割率 均等割額 平等割額 課税限度額

医療保険分 7.35％ 13% 22,500円 22,500円 　51万円

後期支援金分  2.1％ ―――― 6,000円 6,000円 ※16万円

介護分  2.5％ ―――― 6,000円 6,000円 ※14万円

●平成26年度国保税率など（詳しくは納税通知書をご覧ください）

※課税限度額　　平成25年度と比べて後期支援金分が14万円から16万円、
　　　　　　　　介護分が12万円から14万円へ引き上げられました。
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I n f o r m a t i o n  A  L a  C a r t e
TEL.22･4100㈹  FAX.25･4100㈹

TEL.72･2200㈹  FAX.72･4140㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター TEL.42･3100㈹  FAX.43･3666㈹

TEL.85･2311㈹  FAX.85･2313㈹

家
屋
調
査
士
会
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

長
野
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

　
　

TEL
０
２
６
・
２
３
２
・
４
５
６
６

　
　
（

生
活
環
境
課
）

催　

し

信
州
国
際
音
楽
村

ラ
ベ
ン
ダ
ー
祭
り
２
０
１
４

　

ゆ
っ
た
り
と
し
た
癒い
や

し
の
時
間
を
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。

● 

期
間　

７
月
21
日（
月
・
祝
）ま
で（
花

が
終
わ
り
次
第
終
了
）

●
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
場
所　

信
州
国
際
音
楽
村

● 

内
容　

ラ
ベ
ン
ダ
ー
畑
・
敷
地
内
の
入

園
お
よ
び
花
の
鑑
賞（
無
料
）、
摘
み
取

り
体
験（
３
０
０
円
）・
関
連
グ
ッ
ズ
販

売
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
無
料
講

習
　
（
一
財
）信
州
国
際
音
楽
村

　
　

TEL
42
・
３
４
３
６

う
つ
く
し
の
湯
開
館
15
周
年

記
念
夏
祭
り
開
催

　

武
石
飛
龍
太
鼓
・
サ
ッ
ク
ス
・
オ
カ
リ

ナ
の
演
奏
や
日
本
舞
踊
、
特
製
天
丼
な
ど

の
特
別
販
売
も
あ
り
ま
す
。

● 

日
時　

７
月
21
日（
月
・
祝
）午
前
10
時

●
場
所　

武
石
温
泉
う
つ
く
し
の
湯

●
参
加
費　

無
料（
別
途
入
館
料
）

　

武
石
温
泉
う
つ
く
し
の
湯

　
　

TEL
85
・
３
９
０
０

大
好
き
上
田
!!

ま
ち
な
か
発
見
大
作
戦

　

２
泊
３
日
の
キ
ャ
ン
プ
を
し
な
が
ら
上

田
城
跡
公
園
や
街
中
を
探
検
し
ま
せ
ん

か
。

●
期
日　

８
月
７
日
㈭
〜
９
日
㈯

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
と
そ
の
周
辺

● 

内
容　

ま
ち
な
か
探
検
、
上
田
城

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
、
プ
ー
ル
で
思
い
っ

き
り
遊
び
、
き
も
だ
め
し
、
銭
湯
体
験

●
対
象　

小
学
４
〜
６
年
生

●
定
員　

50
名（
応
募
多
数
時
は
抽
選
）

● 

参
加
費　

３
０
０
０
円（
食
費
な
ど
。

た
だ
し
、
子
ど
も
会
育
成
会
に
加
入
し

て
い
な
い
方
は
５
０
０
０
円
）

● 

申
し
込
み　

７
月
７
日
㈪
〜
16
日
㈬

に
、
電
話
で
左
記
へ
。

● 

そ
の
他　

７
月
23
日
㈬
午
後
７
時
に
中

央
公
民
館
で
保
護
者
説
明
会
あ
り
。

　

 

上
田
市
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

事
務
局（

生
涯
学
習
課
内
）

　
　

TEL
23
・
６
３
７
０

ス
グ
リ
園
を
開
園
し
ま
す

　

武
石
西に
し

武た
け

自
治
会
が
運
営
す
る「
ス
グ

リ
園
」を
開
園
し
ま
す
。

◇
ス
グ
リ
園　

●
期
間　

７
月
１
日
㈫
〜
31
日
㈭

● 

入
園
料　

30
分
５
０
０
円（
入
園
券
は

武
石
観
光
セ
ン
タ
ー
で
販
売
）

◇
収
穫
・
ジ
ャ
ム
づ
く
り
体
験　

●
期
日　

７
月
５
日
㈯
・
20
日
㈰

● 

時
間
／
内
容　

午
前
11
時
〜
／
①
す
ぐ

り
収
穫
体
験
、
午
後
１
時
〜
／
②
ジ
ャ

ム
づ
く
り
体
験

●
定
員　

①
②
先
着
各
50
名

● 

参
加
費　

①
②
各
５
０
０
円

◇
共
通
事
項　

● 

場
所　

巣
栗
市
民
農
園（
武
石
上
本
入

巣
栗
地
積
。
ジ
ャ
ム
づ
く
り
は
武
石
観

光
セ
ン
タ
ー
）

●
申
し
込
み　

電
話
で
左
記
へ
。

● 

そ
の
他　

７
月
27
日
㈰
は
無
料
収
穫
体

験
を
開
催

　

武
石
観
光
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
86
・
２
０
０
３

街
と
店
の
魅
力

「
と
こ
と
ん
」め
ぐ
り

　

松
尾
町
、
海
野
町
、
原
町
、
柳
町
の
街

と
店
の
魅
力
を
ラ
ン
チ
付
き
で
巡
り
ま

す
。

● 

日
時　

７
月
12
日
㈯
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
３
時
30
分
頃

●
集
合
場
所　

市
役
所
本
庁
舎
正
面
玄
関

● 

講
師　

石い
し

森も
り

啓け
い

一い
ち

郎ろ
う

氏（
上
田
の
れ
ん

会
会
員
）、
牧ま
き

谷た
に

孝た
か

則の
り

氏（
ル
ー
バ
ン
デ

ザ
イ
ン
研
究
所
理
事
長
）

●
定
員　

先
着
10
名

● 

参
加
費　

１
５
０
０
円（
昼
食
代
、
保

険
代
、
資
料
代
）

● 

申
し
込
み　

７
月
５
日
㈯
〜
11
日
㈮

に
、
電
話
で
左
記
へ
。

　

上
田
の
れ
ん
会　

TEL
28
・
９
１
８
１

　
　
（

都
市
計
画
課
）

お
知
ら
せ
／
催
し

お 知 ら せ

●上田市公共交通活性化協議会開催
　路線存続にはさらにバス利用を！
　協議会では、昨年10月から６か月間の運賃低
減バスの輸送人員の経過報告を行いました。前
年比5.2％の増加となったものの、バス路線維持
のためには一層のバス利用が必要です。

●７月１日から新しいバス停を設置
　「上田道と川の駅入口」（県道川西線／千曲バス）
山口バス停と上半過バス停の間に設置されます。

●市内路線バス定期券・回数券の販売場所
　（太字は新たに加わった場所）
上田 バス定期券　別所線上田駅、JA長店、別所
線下之郷駅（西丸子線・東塩田線のみ）

上田 バス回数券　（上記に加え）バス車内、ロー
ソン上田真田町店、駅前食堂（真田）

千曲  バス定期券・回数券　千曲バス上田営業所、
かね七酒店（丸子）、バス車内（回数券のみ）

　  地域交通政策課　TEL23・5011
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I n f o r m a t i o n  A  L a  C a r t e

第
２
回
夏
☆
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ス
ク
ー
ル
in
上
田

● 

日
時　

７
月
29
日
㈫
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
４
時

●
場
所　

中
央
公
民
館

● 

内
容　

生
き
た
英
語
に
触
れ
る
ア
カ
デ

ミ
ッ
ク
な
体
験
が
で
き
ま
す
。
英
語
が

初
め
て
で
も
大
丈
夫
！
ラ
ン
チ
は
ア
メ

リ
カ
式
に
ピ
ザ
パ
ー
テ
ィ
の
予
定
で
す
。

●
対
象　

小
学
生

●
定
員　

先
着
40
人

●
参
加
費　

４
０
０
０
円

● 

申
し
込
み　

７
月
15
日
㈫
ま
で
に
、
電

話
で
左
記
へ
。

　

 

地
域
で
英
語
！
と
も
だ
ち
英
語
の
会

　
　

TEL
０
８
０
・
６
９
９
４
・
０
３
０
３

　
　
（
い
ぬ
い
）

　
　

TEL
０
８
０
・
５
１
４
３
・
１
３
５
０

　
　
（
宮
島
）

　
　
（

地
域
振
興
課
）

第
３
回
霊
泉
寺
温
泉

ク
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
タ

● 

日
時　

７
月
12
日
㈯
午
前
11
時
〜
午
後

８
時

●
場
所　

霊
泉
寺
温
泉
周
辺

● 
内
容　

川
遊
び
や
岩い

わ

魚な

の
つ
か
み
ど

り
、３
０
０
食
限
定
お
振ふ

る

舞ま

い
カ
レ
ー
、

ご
当
地
グ
ル
メ
や
Ｊ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
マ
ー
ケ
ッ

ト
、
フ
ァ
イ
ア
ー
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、

野
外
ラ
イ
ブ
な
ど
が
楽
し
め
る
フ
ァ
ミ

リ
ー
向
け
の
夏
祭
り
で
す
。

●
参
加
費　

無
料

催
し

募 集

○上田市のまちづくりへの思いをお寄せください
　総合計画は市民の皆さんと行政の協働のまちづくりの指
針であり、計画づくりは、多くの市民の皆さんのご意見な
どをお聞きしながら進めてまいります。
　「上田市が将来こんなまちになったらいい」など、市民の
皆さんの率直な思いや考えをお寄せください。計画づくり
に活用させていただきます。
●提言方法　○郵送　　〒386-8601（住所不要）
　　　　　　　　　　　上田市役所政策企画課宛
　　　　　　○FAX　　25・4100
　　　　　　○メール　kikaku@city.ueda.nagano.jp 
●応募締切　８月31日㈭

○上田市総合計画審議会の委員を募集します
●審議内容　第二次上田市総合計画に関する重要事項を、

市長の諮問に応じて調査審議します。なお、
会議は平日開催します。

●応募資格　市内在住の20歳以上の方（公募により他の審
議会へ参画されている方は応募できません）

●募集人員　若干名
●任　　期　委嘱の日から諮問にかかる審議終了まで
●報　　酬　市の条例に基づき支給
●申し込み　７月22日㈬までに、所定の申込書（下記窓口、

または市ホームページからダウンロード）に
必要事項を記入し、郵送または直接下記へ。
後日、面接により選考します。

　 政策企画課　TEL23・5112

　総合計画は、上田市が目指す将来のまちの姿とその実現に向けた政策の方向を示す、
まちづくりの最も基本となる計画です。
　現在推進中の第一次上田市総合計画 （平成20～27年度）の終了に伴い、平成28年度か
らスタートする第二次上田市総合計画を今年度から策定します。

上田市の未来を描く第二次上田市総合計画を策定します

※応募締切の曜日に誤りがありました。

　正しくは、８月31日㈰です。

　お詫びし、訂正いたします。
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TEL.22･4100㈹  FAX.25･4100㈹

TEL.72･2200㈹  FAX.72･4140㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター TEL.42･3100㈹  FAX.43･3666㈹

TEL.85･2311㈹  FAX.85･2313㈹

　

霊
泉
寺
温
泉
旅
館
組
合　

　
　

TEL
０
８
０
・
１
２
６
１
・
８
４
３
２

　
　
（

産
業
観
光
課
）

第
27
回
上
田
平
和
音
楽
祭

● 

日
時　

７
月
27
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜

（
開
場
１
時
）

●
場
所　

上
田
文
化
会
館

● 

出
演　

つ
じ
あ
や
の
氏
、
玉た
ま

城き

ち
は
る

氏
、
大お
お

石い
し

由ゆ

梨り

香か

氏
、
平
和
音
楽
祭
特

別
合
唱
団
、
し
な
の
子
ど
も
の
幸
せ
と

平
和
を
願
う
合
唱
団
、
南
小
学
校
合
唱

部
、
上
田
染
谷
高
等
学
校
合
唱
班
、
上

田
サ
ブ
ニ
ュ
マ

● 

入
場
料　

一
般
１
５
０
０
円（
当
日

１
８
０
０
円
）、
中
高
校
生
１
０
０
０

円（
当
日
１
３
０
０
円
）※
小
学
生
以
下

無
料

　

上
田
平
和
音
楽
祭
実
行
委
員
会

　
　

事
務
局（
杉
山
）　

TEL
35
・
２
１
９
２

　
　
（

文
化
振
興
課
）

講
座
・
教
室

定
年
退
職
前
後
の

手
続
き
セ
ミ
ナ
ー

　

定
年
退
職
を
迎
え
た
方
や
間
近
に
控
え

た
方
を
対
象
に
、
年
金
の
申
請
や
健
康
保

険
の
切
換
、
雇
用
保
険
の
受
給
手
続
、
再

雇
用
な
ど
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

● 

日
時　

７
月
19
日
㈯
午
前
９
時
30
分
〜

正
午

●
場
所　

勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

● 

講
師　

横よ
こ

沢さ
わ

宏ひ
ろ

和か
ず

氏（
社
会
保
険
労
務

士
）

●
定
員　

20
名
程
度

● 

申
し
込
み　

７
月
16
日
㈬
ま
で
に
、
電

話
、
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ（
26
・
６
０
２
４
）

で
左
記
へ
。

　

雇
用
促
進
室　

TEL
24
・
７
３
６
３

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー

第
91
回
市
民
公
開
講
座

　

肺
が
ん
に
つ
い
て
呼
吸
器
外
科
医
師
が

分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

● 

日
時　

７
月
19
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
30
分

● 
場
所　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
研
修

セ
ン
タ
ー
３
階
講
堂

● 
演
題　
「
肺
が
ん
〜
肺
が
ん
の
診
断
か

ら
治
療
を
中
心
に
〜
」

● 

受
講
料　

無
料（
参
加
者
は
駐
車
場
無

料
、
予
約
不
要
）

　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー　

　
　

TEL
22
・
１
８
９
０

　
　
（

健
康
推
進
課
）

カ
ラ
ダ
げ
ん
き
栄
養
教
室

● 

日
時　

①
基
礎
編
／
８
月
１
日
㈮
午
前

10
時
〜
11
時
30
分（
受
付
９
時
45
分
）、

②
応
用
編
・
実
習
／
８
月
７
日
㈭
午
前

９
時
20
分
〜
午
後
０
時
30
分（
受
付
９

時
）※
①
②
で
セ
ッ
ト

● 

場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ

● 

内
容　

①
自
身
の
身
体
の
状
態
に
合
っ

た
食
事
の
適
量
を
学
ぶ
、
②
調
理
し
て

味
わ
い
、
日
常
の
食
生
活
を
見
直
す

●
対
象　

20
歳
以
上
の
市
民

●
定
員　

15
名
程
度

●
参
加
費　

３
０
０
円

● 

持
ち
物　

①
健
診
や
人
間
ド
ッ
ク
、
血

液
検
査
の
結
果
な
ど（
お
持
ち
の
方
）、

②
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ハ
ン
ド
タ
オ

ル
、
家
庭
で
使
用
し
て
い
る
ご
飯
茶
碗

● 

申
し
込
み　

７
月
25
日
㈮
ま
で
に
、
電

話
で
左
記
へ
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
28
・
７
１
２
４

子
ど
も
ご
み
探
検
隊
に

参
加
し
よ
う
！

　

廃
棄
物
処
理
施
設
の
見
学
や
ご
み
分
別

ゲ
ー
ム
な
ど
を
し
な
が
ら
、
ご
み
は
ど
の

よ
う
に
処
理
さ
れ
、
ど
う
し
た
ら
減
ら
せ

る
の
か
、み
ん
な
で
楽
し
く
学
習
し
ま
す
。

● 

日
時　

７
月
29
日
㈫
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
４
時

● 

集
合
場
所　

エ
コ
・
ハ
ウ
ス（
上
田
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
）

●
対
象　

小
学
４
〜
６
年
生　
　
　

●
定
員　

30
名
程
度

●
参
加
費　

１
０
０
円（
保
険
料
）

● 
申
し
込
み　

７
月
22
日
㈫
ま
で
に
、
電

話
で
左
記
へ
。

　

廃
棄
物
対
策
課

　
　

TEL
22
・
０
６
６
６

催
し
／
講
座
・
教
室
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夏
休
み
親
子
豆
腐
作
り
教
室

　

美お

味い

し
い
上
田
産
の
大
豆
を
使
い
ま

す
。

● 
日
時　

７
月
30
日
㈬
・
31
日
㈭
午
前
９

時
〜
午
後
１
時

●
場
所　

中
央
公
民
館

● 

定
員　

先
着
各
10
組（
小
学
生
以
上
の

お
子
さ
ん
と
保
護
者
）

●
参
加
費　

親
子
１
組
５
０
０
円

● 

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
バ
ン
ダ
ナ
、
マ

ス
ク
、
水
分
補
給
用
飲
料

● 

申
し
込
み　

７
月
７
日
㈪
以
降
、
電
話

で
左
記
へ
。

　

農
政
課　

TEL
23
・
５
１
２
２

夏
休
み
こ
ど
も
体
験
教
室

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
一

緒
に
、
楽
し
く
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

● 

日
時　

①
８
月
１
日
㈮
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
４
時
、
②
③
７
月
30
日
㈬
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
４
時

　

※
5
時
ま
で
の
延
長
可
能

● 

場
所　

①
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
上

田
事
務
所
会
議
室
・
シ
ル
バ
ー
農
園
ほ

か
、
②
丸
子
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ほ
か
、
③
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
真

田
支
所
会
議
室
ほ
か

● 

内
容　

農
業
体
験（
夏
野
菜
の
収
穫
）、

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
体
験
な
ど

●
対
象　

小
学
校
低
学
年

● 

定
員　

①
②
20
名
、
③
15
名（
応
募
多

数
時
は
抽
選
）

●
参
加
費　

５
０
０
円

● 

申
し
込
み　

７
月
18
日
㈮
ま
で
に
、
申

込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
①

上
田
事
務
所
、
②
丸
子
支
所
、
③
真
田

支
所
の
そ
れ
ぞ
れ
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
窓
口
へ
直
接
申
し
込
み
。

　

 （
公
社
）上
田
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー

　
　

上
田
事
務
所　

TEL
23
・
６
０
０
２

　
　

丸
子
支
所　
　

TEL
43
・
０
３
３
３

　
　

真
田
支
所　
　

TEL
72
・
４
４
３
３

公
文
書
・
古
文
書
の
保
存
と

活
用
を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

史
料
整
理
者
、
行
政
関
係
者
を
交
え
て

発
表
、
討
論
を
行
い
ま
す
。

● 
日
時　

７
月
23
日
㈬
午
後
１
時
30
分
〜

４
時

●
場
所　

中
央
公
民
館

● 

内
容　

①
史
料
整
理
者
、
古
文
書
個
人

所
有
者
、
行
政
関
係
者
発
表（
午
後
１

時
40
分
〜
）、
②
質
疑
討
論（
午
後
３
時

10
分
〜
）

●
参
加
費　

無
料

　

上
田
・
東
御
・
小
県
地
域
史
連
絡
協

　
　

議
会（
宮
澤
）

　
　

TEL
０
９
０
・
４
１
３
８
・
４
７
０
３

　
　
（
中
央
公
民
館
）

募　

集

第
２
期
中
心
市
街
地
活
性
化

基
本
計
画
策
定
委
員
募
集

　

市
で
は
中
心
市
街
地
活
性
化
の
た
め
、

第
２
期
基
本
計
画
の
策
定
、
お
よ
び
国
の

認
定
を
目
指
し
ま
す
。

● 

審
議
内
容　

第
２
期
上
田
市
中
心
市
街

地
活
性
化
基
本
計
画
策
定
に
向
け
た
調

査
審
議

● 

応
募
資
格　

市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の

方
で
、
年
４
回
程
度
の
会
議（
平
日
昼

間
）に
出
席
い
た
だ
け
る
方（
公
募
に
よ

り
ほ
か
の
審
議
会
へ
参
画
さ
れ
て
い
る

方
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
）

●
募
集
人
数　

若
干
名

● 

任
期　

委
嘱
の
日
〜
平
成
27
年
３
月
31

日
、
ま
た
は
基
本
計
画
策
定
時
の
い
ず

れ
か
早
い
時
期

●
報
酬　

市
の
条
例
に
基
づ
き
支
給

● 

申
し
込
み　

７
月
10
日
㈭
ま
で
に
、
電

話
で
左
記
へ
。

　

商
工
課　

TEL
23
・
５
３
９
５

第
８
回
花
と
緑
の

ま
ち
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル

　

花
づ
く
り
を
通
じ
て
、
美
し
く
潤
い
の

あ
る
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
開
催
し
ま
す
。

● 

対
象　

団
体
部
門
／
自
治
会
・
育
成
会

な
ど
の
各
種
団
体
が
管
理
す
る
道
路
沿

い
の
花
壇
、
プ
ラ
ン
タ
ー
な
ど
、
個
人

部
門
／
個
人
が
管
理
す
る
庭
や
玄
関
ア

講
座
・
教
室
／
募
集
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TEL.22･4100㈹  FAX.25･4100㈹

TEL.72･2200㈹  FAX.72･4140㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター TEL.42･3100㈹  FAX.43･3666㈹

TEL.85･2311㈹  FAX.85･2313㈹

プ
ロ
ー
チ
、
壁
面
な
ど
、
学
校
部
門
／

学
校
や
緑
化
委
員
会
な
ど
が
管
理
す
る

花
壇
、
プ
ラ
ン
タ
ー
な
ど

※ 

応
募
期
間
内
〜
審
査
時
に
咲
い
て
い
る

花
・
花
壇
が
対
象
で
す
。

● 
審
査　

８
月
下
旬
に
応
募
書
類
に
よ
る

一
次
審
査
を
、
９
月
上
旬
に
現
地
で
二

次
審
査
を
行
い
ま
す
。

● 

申
し
込
み　

７
月
16
日
㈬
〜
８
月
13
日

㈬
に
、
左
記
、
ま
た
は
丸
子
・
真
田
・

武
石
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
建
設
課
に
あ

る
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

案
内
図
・
写
真
を
添
え
て
左
記
へ
。

　

公
園
緑
地
課　

TEL
23
・
５
１
３
４

上
田
地
域
広
域
連
合

消
防
職
員
募
集

●
採
用
予
定
日　

平
成
27
年
４
月
１
日

● 

試
験
種
類　

高
等
学
校
卒
業
程
度

●
第
１
次
試
験　

９
月
21
日
㈰

● 

受
験
資
格　

平
成
元
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
、
就
職
後
は
広
域
連
合
管
内

（
坂
城
町
を
除
く
）に
居
住
可
能
な
方

※ 

日
本
国
籍
を
有
し
な
い
方
、
ま
た
は
地

方
公
務
員
法
第
16
条
各
号（
欠
格
条
項
）

に
該
当
す
る
方
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

●
採
用
人
数　

６
名
程
度

● 

必
要
書
類　

①
受
験
申
込
書
、
②
履
歴

書
、
③
履
歴
書
別
紙（
①
〜
③
は
上
田

地
域
広
域
連
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
、
ま
た
は
左
記
、
お

よ
び
各
消
防
署
窓
口
な
ど
で
配
布
）、

④
82
円
切
手
貼
付
の
定
形
封
筒（
長
形

３
号
、郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
を
記
入
）

● 

申
し
込
み　

７
月
28
日
㈪
〜
８
月
８
日

㈮（
土
日
含
む
）午
前
９
時
〜
午
後
５
時

に
、
受
験
者
本
人
が
必
要
書
類
を
左
記

へ
持
参（
郵
送
不
可
。
庁
舎
耐
震
化
等

工
事
の
た
め
、
事
務
所
が
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
内
に
移
転
し
て
い
ま
す
）

※ 

詳
細
は
、
上
田
地
域
広
域
連
合
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

 

上
田
地
域
広
域
連
合
消
防
本
部
総
務

課　

TEL
26
・
０
１
１
９

自
衛
官
等
採
用
説
明
会

● 

日
時　

７
月
13
日
㈰
午
後
１
時
〜
５
時

（
随
時
受
付
）

●
場
所　

自
衛
隊
上
田
地
域
事
務
所

● 
そ
の
他　

当
日
参
加
で
き
な
い
場
合
で

も
、
上
田
地
域
事
務
所
で
採
用
な
ど
の

説
明
を
行
い
ま
す（
要
連
絡
）。

　

自
衛
隊
上
田
地
域
事
務
所

　
　

TEL
22
・
５
２
６
７

　
　
（

市
民
課
）

募
集

募 集

地域人づくり事業募集
　雇用情勢が厳しい中、求人企業と求職者の雇用ミスマッチを解消し、
求職者の人材育成と就職促進を図るため、地域の雇用拡大につながる事
業を幅広く募集します（市委託事業）。
●実施期間　10月～平成27年３月（平成28年３月まで延長する場合あり）
●内容　新規に失業者を契約社員として雇用し、就職のために必要な教
育訓練（OFF－JT）と企業での職場体験研修（OJT）を一体的に実施し、
研修終了後に体験先企業などで正規雇用に結びつける事業、または
就職支援セミナーや合同就職説明会の実施など、雇用拡大につなが
る事業とします。

●要件　①～③を全て満たすもの
　①実施期間終了後も、引き続き安定した雇用の継続が見込まれる事業

であること。
　②新規雇用する失業者の雇用期間は１年以内とすること。
　③事業費のうち新規雇用の失業者の人件費割合が１／２以上であるこ

と。
●対象　民間企業、特定非営利活動法人、その他の法人または法人以外
の団体などで、本社または営業所などが市内に所在する企業など

●選定方法　書類審査、プロポーザルによる事業提案の審査により選定
します。

●申し込み　７月22日（㈫までに問い合わせの上、応募申込書などに必
要事項を記入して下記へ。

　 雇用促進室　TEL26・6023



※参加費（受講料）、申し込みの記載がないものは、参加費無料、申込不要です。

池波正太郎真田太平記館　　　TEL28・7100

生誕95年記念 特別企画展「画家 風間完」【第二期】
　街・美人画を得意とする画家 風間完の絵画・版画を展
示します。
日　時 　７月５日㈯～８月31日㈰
　　　　　10：00～18：00（入館は17：30まで）
休館日 　毎週水曜日、７月22日㈫は振替休館日
入館料 　一般300円、高大

学生200円、小中
学生100円（ 市内
高校生以下は無
料）、団体・障がい
者割引あり。

信濃国分寺資料館　　　　　 TEL27・8706

第１回「市民講座」（全５回）
　信濃国分寺跡の発掘調査開始から50年が経過したこと
から、調査で明らかになった事や近隣の国分寺との比較な
どをテーマに開催します。
日　時 　７月20日㈰13：30～15：30
　　　　　（２回目以降の日程は、申込時に案内します）
定　員 　先着40名　　 受講料 　毎回100円（資料代）
申し込み 　７月７日㈪～15日㈫に電話で。

山本鼎記念館　　　　　　　 TEL22・2693

夏休み子どもアート教室　山本鼎の世界を体感
　絵画や木彫りを通して山本鼎の考え方を体感しませんか。
日　時 　①絵画教室／７月27日㈰～29日㈫
　　　　　②木彫教室／８月１日㈮～３日㈰
　　　　　①②とも9：00～15：30
内　容 　①②セミナー「山本鼎について知ろう！」、
　　　　　①絵画を描く（下絵・素描・作品化・鑑賞）
　　　　　②木彫り（図案作成・彫り・仕上げ・鑑賞）
講　師 　①近

こん

藤
どう

恒
つね

昭
あき

氏（「自分らしい絵が描ける会」主
宰）、②三代目中

なか

村
むら

実
みのる

氏（長野県農民美術連合会
会員）

対　象 　小学３年生～中学３年生
定　員 　先着各20名　　
参加費 　①500円、②800円（材料費として）
持ち物 　①②４Ｂ鉛筆、絵の具セット、古新聞、古布、

昼食、おやつ、飲
み物、①クレヨン、
②彫刻刀一式（学
校で使用している
もので可）、下絵
の案（題材は自由）

申し込み 　７月11日㈮～18日㈮に、電話で（16日㈬は休館日）。

市民プラザ・ゆう　　　　　   TEL27・2988

「本でつながるオトナの交流会」（全５回）
　平成26年度やりたい講座のプロデュース第１弾。本を
名刺代わりに様々な職種の方と『仕事』を語り合いません
か？雑談の中からヒントや発見が生まれるかもしれない！
本と人が出会う気楽なひと時をご一緒に。
日　時 　８月１日㈮18：30～20：15
　　　　　（毎月１回。２回目以降は初回に日程を決定）
対　象 　市内在住・在勤の30・40代の方
定　員 　先着10名　　　
受講料 　1,500円
申し込み 　７月11日㈮～23㈬に、受講料を添えて窓口へ。
 ※ 電話での仮予約も可能

今月の「上田のお宝発見！」「情熱地域」は、都合により
休載いたします。
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施設イベント
※場所の記載がないイベントは、文頭の各施設で実施します。

中央公民館　　　　　　　　　TEL22・0760

親子手づくな講座～傘でエコバック作り～
　使わなくなった傘を使い、素敵なエコバックを作りま
しょう。
日　時 　８月６日㈬9：30～15：00（予定）
講　師 　手芸の会「布工房」
対　象 　親子（小学４年生以上）　
定　員 　先着15組
受講料 　親子１組100円（別途材料費200円）
持ち物 　使わなくなった傘（骨から外した状態）、裁縫道

具（裁断用ハサミ、物差し、チャコールペン）、
ミシン（ある方は持参ください）、裏地用の木綿
布（幅１ｍ×長さ40cm程度）、昼食

申し込み 　７月14日㈪午前９時以降、電話で。

西部公民館　　　　　　　　　TEL27・7544

「そば打ち体験」と「夏の健康料理」
　そば打ち体験後に、リコピンをたっぷり含んだトマトと
ビタミン豊富なそば粉を使って、簡単な夏の健康料理を
作ってみませんか。
◇そば打ち体験
日　時 　７月15日㈫8：00～17：30頃
場　所 　西部公民館集合、「そば処　おっこと亭」、「カ

ゴメ富士見工場」（富士見町）
内　容 　そば打ち体験、トマト加工工場およびトマト農

場の見学
定　員 　先着30名
参加費 　100円（別途材料費1,500円。当日徴収）

マルチメディア情報センター TEL39・1000
FAX39・1010

URL　http：//www.umic.jp/

メディアランドキッズ・サマースクール2014　
夏休み工作にマイコンを作ってレゴブロックを動かそう

　マイコンキットをはんだ付けをして作り、レゴブロック
をモーターで動かすプログラムを作ります。
日　時 　８月３日㈰10：00～16：00
対　象 　小学４年生～高校生
定　員 　20名（申込多数時は抽選）
　　　　　※保護者と子どものペアで参加も可。
　　　　　　ただし、マイコンキットは１組１個のみ。
参加費 　2,000円（機材・消耗品費など含む）
持ち物 　昼食
申し込み 　７月27日㈰必着で、電話・FAXなどで。

Word初心者講座２日間コース[Word2013使用]
日　時 　８月11日・18日の月曜日13：30～16：00
対　象 　文字入力のできる方
定　員 　先着20名（最少催行人数５名）
受講料 　2,500円（別途テキスト代1,296円）
申し込み 　７月21日（月・祝）～８月10日㈰に、電話で。

◇夏の健康料理教室
日　時 　７月22日㈫9：30～12：30
内　容 　トマトジュースの炊き込みご飯、そば粉のク

レープ、トマトエッグサラダ、３色トマトゼリー
定　員 　先着20名
参加費 　100円（別途材料費1,000円。当日徴収）
◇共通事項
講　師 　高

たか

田
だ

寛
ひろ

子
こ

氏（料理研究家、管理栄養士）
 相

あい

澤
ざわ

ひろみ氏（講師補助）
持ち物 　エプロン、三角巾（手拭い、バンダナ可）、筆記

用具、容器（持ち帰り用）
申し込み 　７月８日㈫～11日㈮に電話、または窓口へ。
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施設イベント

上田情報ライブラリー　　　 TEL29・0210

図書館で調べて別所線に乗ろう!!2014
　別所線に乗ったり、保存車両や資料館を見学します。今
回は旧上田丸子電鉄丸子線の丸子町駅跡も見に行きます！
日　時 　８月１日㈭10：15～16：00頃
集合場所 　上田情報ライブラリー
講　師 　竹

たけ

田
だ

貴
き

一
いち

氏（別所線の将来を考える会代表）
定　員 　先着30名（小学生以下は要保護者同伴）
参加費 　100円（保険料）
 　電車賃（大人960円・小学生以下490円）
持ち物 　昼食、雨具、帽子、メモ帳、筆記用具、カメラ、

水分補給用飲料、おやつ、タオル、あいそめの
湯入浴料（温泉に入る方のみ大人500円～、小
学生250円～）

申し込み 　７月９日㈬～30日㈬に電話で。

赤毛のアンの麦わら帽子フラワーアレンジ講習会
　夏の暑さに負けない造花を使ってフラワーアレンジメン
ト作りをします。親子での参加も大歓迎です。
日　時 　８月２日㈯13：30～15：30
場　所 　上田駅前ビル・パレオ２階会議室
講　師 　関

せき

口
ぐち

鶯
おう

佳
か

氏（勅使河原和風会・「青い鳥」主宰）
定　員 　先着20組（一人での参加も可）
参加費 　2,000円（材料費含む）
持ち物 　ペンチ（大）、エプロン、ぬれ雑巾（ハンカチ大）、

作品を持ち帰るための袋、ゴミ袋
申し込み 　７月５日㈯～21日（月・祝）に、電話で。

幼児と楽しむ　ことばと遊ぶおはなしの会
　表現を楽しむ会の皆さんによるお話をお楽しみください。
日　時 　８月３日㈰11：30～12：15（開場11：15）
内　容 　大型絵本「ふしぎなキャンディーやさん」、絵本

「どっちがへん？」、紙芝居「いっすんぼうし」　
ほか

対　象 　幼児から小学校低学年

ビジネスコース仕事の基本セミナー
　仕事の基本である「組織や個人の能力を引き出すスキル」
を磨く、参加体験型研修です。
日　時 　８月８日㈮18：30～20：00
内　容 　組織の目的を達成する仕事の進め方
 「経営者と社員の合言葉をつくろう」
 ～利益と直結した改善活動の進め方～
対　象 　起業を目指す方、転職・就活したい方、自己啓

発したい方、社員を教育したい方
定　員 　先着12名　　　　 受講料 　500円（資料代）
申し込み 　７月５日㈯以降、電話で。

真田図書館　　　　　　　　　TEL72・8080

「夏の星座と土星を見よう！」
星空観望会を開催します
日　時 　７月27日㈰19：00～21：00頃
　　　　　天候不良の場合は８月３日㈰に延期
場　所 　真田中学校グラウンド
 （グラウンド内は駐車できません）
講　師 　渡

わた

辺
なべ

文
ふみ

雄
お

氏（元創造館館長）
対　象 　どなたでも　　 定　員 　先着50名
参加費 　無料　　　　　 持ち物 　懐中電灯
申し込み 　７月８日㈫～23日㈬に電話、または窓口へ。

地域の文化を支えた人々パート６　石井鶴三
　今回は、画家・彫刻家として、長野県や上田市の美術の
発展に大きく貢献した石井鶴三について講演いただきます。
日　時 　８月９日㈯13：30～15：00 
講　師 　山

やま

崎
ざき

英
ひで

樹
き

氏（東信美術会会長）
定　員 　先着30名　　　　 受講料 　100円
申し込み 　７月10日㈭以降、電話で。

「家庭の省エネエキスパート検定」受験対策講座
　地域の省エネ活動に貢献してみませんか？ 10月19日㈰
開催の（一財）省エネルギーセンターの検定を目指します。
日　時 　８月10日・24日、９月14日・28日の日曜日
　　　　　13：00～17：00（全４回）
内　容 　前半２日間／「省エネ基礎知識の取得研修」
　　　　　後半２日間／「公式テキストによる受験対策研修」
講　師 　自然エネルギー上小ネット講師
対　象 　省エネに関心お持ちの方
定　員 　先着30名　　　
受講料 　１回500円（資料代）
　　　　　※ 検定受験希望者は、受験料7,200円、公式テキ

スト代3,086円、検定問題集代1,543円が必要。
持ち物 　筆記用具、電卓
申し込み 　７月５日㈯～８月７日㈭に、電話で。

丸子図書館　　　　　　　　　TEL42・2414

七夕おはなし会を開催します
　「おはなし回転木馬」のみなさんによる、大型絵本の読み
聞かせや七夕かざりづくりを予定しています。
日　時 　７月19日㈯10：30～
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市民水泳記録会
参加者募集
日　時 　８月24日㈰
 8：00～14：00（予定）
場　所 　自然運動公園50ｍプール
対　象 　市内在住・在勤・在学の健康

に責任を持てる方
種　目 　
共通種目／50ｍ（自由形、背泳ぎ、平

泳ぎ、バタフライ）、200
ｍ個人メドレー、200ｍリ
レー

中学生・高校生・成人の部／100・200ｍ
（自由形）

中学生・高校生の部／100ｍ（背泳ぎ、
平泳ぎ、バタフライ）

部　門 　小学校（３年生以下、４年
生、５年生、６年生）、中学
生、高校生、成人（30歳未満、
30歳以上、40歳以上、50歳
以上、60歳以上、70歳以上）
エントリーは一人２種目ま
で。その他リレーに出場で
きます。

参加費 　１種目500円（リレーは除
く、ただしリレーのみの参
加は一人500円）

申し込み 　７月31日㈭までに、所定
の申込用紙に参加費を添え
て下記、または丸子総合体
育館、真田・武石各教育事
務所、自然運動公園総合体
育館、アクアプラザ上田、
上田水泳協会事務局（㈱信
州エンジニアリング内）、
ふれあいさなだ館へ。

　  スポーツ推進課　TEL23・6372

「上田市スポーツ教室」開催
（初心者け）

◇レディース・シニアゴルフ
　（秋期／全９回）　
日　時 　８月20日以降の水曜日
 10：00～12：00
場　所 　上田太郎ゴルフ練習場
対　象 　市内在住・在勤の女性と50

歳以上の男性

定　員 　先着30名
参加費 　4,000円
 （別途練習場利用料）
◇バドミントン（後期／全10回）　
日　時 　９月２日以降の火曜日
 18：30～21：00 
場　所 　上田城跡公園体育館
対　象 　市内在住・在勤の成人男女

（学生除く）
定　員 　先着40名
参加費 　3,000円
◇スロトレとロコモ体操で体力アップ
　（後期／全10回）　
日　時 　８月18日以降の月曜日
 10：00～11：30 
場　所 　上田城跡公園第二体育館
対　象 　市内在住・在勤の成人男女
 （学生除く）
定　員 　先着30名
参加費 　3,000円
◇共通事項　
申し込み 　７月14日㈪～８月６日㈬

に、所定の申込用紙で下
記、または上田城跡公園体
育館、自然運動公園体育館、
丸子総合体育館、真田・武
石地域教育事務所へ。

　  スポーツ推進課　TEL23・6372

夏休み！小学生水泳教室
（短期／全３回）

日　時 　７月29日㈫～31日㈭
 9：00～9：50
場　所 　アクアプラザ上田
内　容 　低学年水なれコース、高学

年水なれコース、低学年ク
ロールコース、高学年ク
ロール平泳ぎコース

対　象 　小学生
定　員 　各コース先着10名
参加費 　1,000円（保険料込・別途入

館料毎回500円必要）
申し込み 　７月12日㈯以降、直接窓

口へ。
　アクアプラザ上田　TEL26・2626

さなだスポーツクラブ
教室参加者を募集

◇元気ハツラツ　タオルで体操教室　
日　時 　７月12日㈯13：30～14：30 
内　容 　タオルを使い全身のスト

レッチ、頭の体操、身体機
能・体内機能低下の予防改
善を図ります。

定　員 　先着20名
参加費 　500円
持ち物 　タオル、ヨガマットかバス

タオル、室内シューズ、水
分補給用飲料

◇フット（足）コンディショニング教室
日　時 　７月20日㈰10：00～11：30 
内　容 　アロマオイルを使い、香り

を楽しみながら、足から身
体をリセットする教室です。

定　員 　先着20名
参加費 　500円
持ち物 　バスタオル、小タオル、ヨ

ガマット、靴下、水分補給
用飲料

◇共通事項　
場　所 　真田総合福祉センター
申し込み 　７月７日㈪午後２時以降、

電話、または直接窓口へ。
　NPO法人さなだスポーツクラブ
　　事務局　TEL72・2657
　　（  教育事務所）

サッカー
クリニック

　青少年健全育成と、
サッカー経験の少ない
年代の競技意識と技術
向上を目指します。
日　時 　７月26日㈯10：30～12：00
場　所 　千曲川市民緑地グラウンド

（小牧橋下芝グラウンド）
 ※ 雨天時は市民の森公園体

育館
講　師 　大宮アルディージャ強化・

育成部コーチ
内　容 　サッカーの基本技術・戦術

などを学ぶ
対　象 　①親子サッカーの部（年長

～小学３年生と保護者）、
②小学１・２年生の部、③
小学３年生の部、④小学４
年生の部

持ち物 　運動靴（サッカーシュー
ズ）、水分補給用飲料、タ
オル、サッカーボール

申し込み 　当日会場で受付
　クラブUSC事務局　TEL26・5320
　　（  スポーツ推進課）
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　染屋浄水場の見学会では、おいしい湧
ゆう

水
すい

の試飲や微生物観察コーナーなど

を設置し、上下水道局イメージキャラクター「あかりちゃん」も登場しました。

　またバスに乗って水道施設を巡る「バスハイク」には53名が参加。今年度

は丸子地域を巡り、内村ダムではひんやりと冷えたダム本体内部を歩いたほ

か、腰越浄水場などを見学しました。

全国一斉の水道週間（６月１～７日）に合わせて
水道施設見学会を開催

　菅平高原国際リゾートセンター前の芝生広場で、第28回菅平高原カント

リーフェスティバルが行われ、約3,000人の皆さんがさわやかな初夏の菅平

高原を満喫しました。

　人気の牛ステーキは1,100人分が用意されましたが、約２時間ほどで引換

券が完売。引渡し場所では長い行列ができていました。

菅平高原に夏山シーズン到来
第28回菅平高原カントリーフェスティバル

６月１日㈰

　記念式典は、依田保育園の園児による開催宣言から始まり、ホールこだま

や芝生ステージでは音楽やダンスなどが行われました。

　メインコンサートはパノラマステージひびきで、兄弟デュオ「ビリー・バ

ンバン」がソフトなアコースティックサウンドで、800人の観客を癒しの世

界へと誘
いざな

いました。

癒
いや

しの世界へようこそ
第27回信州ルネッサンス2014

６月７日㈯

第28回木曽義仲挙兵弓道大会
　６月８日、丸子公園内の丸子弓道場において第28回木曽義仲挙兵県下弓道大会が開催され
ました。
　この大会は、丸子地域が木曽義仲挙兵の地であることにちなんで毎年行われ、県下全域から
弓士が集まり日頃の鍛錬の成果を発揮し、個人と団体で優勝を競いました。
　当日は、道場の木々を揺らしていた風も止むほど凛とした雰囲気の中、矢を射る音だけが響
き渡り、見事的

まと

に当たると、大きな拍手が起こりました。

表紙説明

　美ヶ原高原美しの塔周辺で、第６回美ヶ原放牧祭りが開催され、市内外か

ら約700人が訪れ、初夏のイベントを楽しみました。

　この日は天候にも恵まれ、アルプホルンの演奏後、参加者全員が新鮮な牛

乳で「乾杯」。牛の放牧に続き、ゲームや餅つき大会、鹿肉カレーの振
ふ

る舞
ま

い

などが行われました。

青空の下、牛乳で「かんぱ～い」
第６回美ヶ原放牧祭り

６月15日㈰

６月１日㈰
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５月19日㈪

５月20日㈫

５月31日㈯

５月23日㈮

動画は
こちらから

動画は
こちらから

　北陸新幹線金沢延伸やNHK大河ドラマ「真田丸」放映決定
など、大きな変化を迎えるこの時期に、菅谷松本市長と会
談を行いました。
　私からは、「県の『信州 山の日』制定にあわせた、トレッ
キングイベントの実施」や、「両市のバス交通体系の整備が
必要」と、述べました。
　菅谷市長からは、「美ヶ原高原のササ刈り、松本山雅FC
などを通じた、市民同士の交流に結び付けたい」と提案を
いただきました。今後
の３市の連携強化に生
かしてまいります。

　本会は、私が会長として、民官連携により昨年５月23
日に設立されました。昨年度は、長野県知事に対してラグ
ビーキャンプ地の誘致を、東御市・軽井沢町などと連携し
て文部科学大臣に対し、高地トレーニングの環境整備を求
める要望活動を行いました。また、昨年度は、本会の愛称・
ロゴの公募を行い、その結果、大阪在住の匿名男性のロゴ
作品が選定されました（愛称は未決定）。
　今年度は、タッチラグビー大会の開催や運営組織の拡大
に向けた会員募集を県
内、全国に展開してい
く予定です。

　「真田丸」の放映決定を受けて、「NHK大河ドラマ日本一
の兵『真田幸村公』放映の実現を願う会」による市民報告会
が開催されました。署名活動に一番乗りを果たした市内の
小学生鷲

わし

巣
ず

楓
ふう

馬
ま

さんの開会宣言、かちどき、くす玉割り、
おもてなし武将隊の演舞などで、報告会は大いに盛り上が
りました。
　真田氏を活

い

かしたまちづくりの本番はこれから。短い期
間のなか、民間との連携によりしっかりとプロモーション
活動を行ってまいりま
す。

　市立美術館の「子どもアトリエ」にお絵かきボードの設置
のために、国際ソロプチミスト上田の皆さんから75万円
の寄付をいただきました。
　小

お

田
だ

中
なか

美
み

果
か

会長は「開会25周年の節目の年にお絵かき
ボードを寄付できるのは大変光栄」と話されました。
　今回いただいた寄付金と同額を市からも支出して、美術
館中庭に長さ18ｍのアクリル板の「お絵かきボード」を設
置します。

長野・松本・上田の
トライアングル連携に向けて
菅谷松本市長と母袋上田市長との
トップ会談

世界の菅平へ！
上田市にラグビーワールドカップ2019
キャンプ地を誘致する会　総会

民間連携によるプロモーション活動を
推進します
2016年 NHK大河ドラマ「真田丸」
放映決定 市民報告会

市立美術館「子どもアトリエ」に
お絵かきボードを
国際ソロプチミスト上田　寄付贈呈式

行政チャンネルをご覧ください
●上田ケーブルビジョンCATV009　●丸子テレビ放送CA103
　  広報情報課　TEL71・8080

市政の重要課題や、市民生活に密着した情報などを分かりやすくお伝えするための番
組を放送しています。番組はインターネットからもご覧いただけます。これまでに放
送した番組も掲載していますので、ぜひご覧ください。
http：//www.youtube.com/user/cityuedakoho
YouTubeにアクセスし「上田行政チャンネル」で検索。

カンガルーニュースは
市ホームページでも
ご覧いただけます
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四ツ葉ス
ケッチチ

　６月８日、サニアパーク菅平で第20回上田市民陸上カーニバルが行われ、トラック
とフィールド競技に上田市、東御市、小県地域在住の小中学生と社会人、延べ564人の
皆さんが参加しました。
　時折小雨が降るあいにくの天気でしたが、選手の皆さんは日ごろの練習の成果を発揮
しようと頑張っていました。
　また、箱根駅伝で15人抜きを達成した経験のあるギタウ・ダニエル選手（富士通陸上
競技部所属）が招かれ、小学生が参加した1000ｍに一緒に参加。「ここからペースをあ
げて。がんばれ」など子どもたちに声をかけながら走っていました。
　森

もり

紘
こう

輔
すけ

君（小学６年）は「ダニエル選手は速かった。ペースダ
ウンしない走りになるように練習していきたい」と話していま
した。また、ダニエル選手は「力のある子どもたちなので、一
歩一歩あきらめずがんばって」と話していました。

自
己
ベ
ス
ト
を
目
指
し
て

第
20
回
上
田
市
民
陸
上
カ
ー
ニ
バ
ル

　

５
月
28
日
、
武
石
小
学
校

と
練
馬
区
立
石し
ゃ
く
じ
い

神
井
東
小
学

校（
東
京
都
）と
の
田
植
え
交

流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

武
石
小
児
童
に
よ
る
太
鼓
演

奏
の
中
、
石
神
井
東
小
６
年

生
48
名
が
体
育
館
へ
入
場
し

て
交
流
会
が
ス
タ
ー
ト
し
、

両
校
が
学
校
や
地
域
の
紹
介

と
校
歌
を
披
露
し
ま
し
た
。

石
神
井
東
小
校
長
先
生
の
お

話
を
聞
い
た
後
、
武
石
小
５

年
生
と
石
神
井
小
の
児
童
は
、
武
石
小
近
く
の
水
田

へ
と
移
動
し
ま
し
た
。
田
植
え
の
説
明
を
聞
い
た
児

童
た
ち
は
、
武
石
地
区
の
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
保

護
者
の
補
助
を
受
け
な
が
ら
、
水
田
の
両
岸
か
ら
横

一
列
に
な
っ
て
一
斉
に
苗
を
植
え
て
い
き
ま
し
た
。

途
中
雨
が
降
っ
て
き
ま
し
た
が
、
児
童
た
ち
は
元
気

に
田
植
え
を
続
け
、
終
了
後
は「
楽
し
か
っ
た
」と
笑

顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

田
植
え
は
石
神
井

東
小
の
児
童
に

と
っ
て
は
全
員
が

初
め
て
の
経
験
と

な
り
、
短
い
時
間

で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
児
童
た
ち
に

と
っ
て
良
い
思
い

出
と
な
る
両
校
の

交
流
で
し
た
。
秋

に
収
穫
さ
れ
る
も

ち
米
は
、
石
神
井

東
小
学
校
へ
も
贈

ら
れ
ま
す
。

ようこそ信州武石へ
～練馬区の小学校と田植えで交流～
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このコーナーでは、４
地域の話題や

出来事など
を紹介して

います。

　

６
月
３
日
、「
上
田 

道
と
川

の
駅
」近
く
を
流
れ
る
浦
野
川

で
、
川
辺
小
学
校
の
４
年
生
約

１
０
０
名
が
稚
鮎
の
放
流
を
体

験
し
ま
し
た
。

　

鮎
の
放
流
は
、
子
ど
も
た
ち

が
地
域
の
資
源
で
あ
る
川
の
保

全
や
魚
の
生
態
な
ど
を
学
習
で

き
る
よ
う
、
上
小
漁
業
協
同
組

合
と
市
、
道
と
川
の
駅
を
管
理

す
る
お
と
ぎ
の
里
が
共
同
で
開

催
し
、
今
年
で
13
回
目
と
な
り

ま
す
。

　

放
流
す
る
約
40
㎏
（
約
５
千
匹
）の
鮎
は
、
漁
業
組
合
の
皆

さ
ん
が
、
当
日
の
早
朝
４
時
頃
に
琵
琶
湖
で
積
み
込
み
、
水
温

が
上
が
ら
な
い
よ
う
調
整
し
な
が
ら
、
大
切
に
輸
送
し
て
き
ま

し
た
。

　

児
童
た
ち
は「
大
き
く
な
っ
て
ね
」、「
元
気
に
泳
い
で
ね
」な

ど
と
声
を
か
け
な
が
ら
、
鮎
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
を
川か
わ

面も

に
近
づ

け
、
稚
魚
を
放
流
し
ま
し
た
。

　

こ
の
放
流
に
参
加
し
た
横
田
鋼は
が

音ね

さ
ん
は「
放
流
し
た
鮎
が

大
き
く
な
る
の
が

楽
し
み
」と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
河

原
の
清
掃
活
動
や

川
遊
び
を
通
じ
、

児
童
た
ち
は
、
自

然
環
境
の
保
全
や

地
域
の
豊
か
な
水

資
源
の
大
切
さ
を

体
感
し
て
い
ま
し

た
。

川辺小４年生 鮎の放流体験

大きく元気に育ってね

　５月29日、丸子
中央小学校４年２組
の児童30名が丸子
クリーンセンターを
見学しました。この
見学は社会科学習の
一環として毎年行わ
れているもので、５
月から６月に丸子地
域の小学４年生（全
202名）が参加しま
した。
　見学はビデオ学習
で始まり、センター
の作業室へ移動し
て、煙突の高さの秘
密や、大きなごみを
切断する機械、ごみ
を一時的に貯留する
ごみピットなどの説
明を受けました。

　次にセンター２階の中央操作室へ移動して、職員お手製の焼却炉の模型を
使って、ごみが焼却されるまでの流れを学習しました。
　子どもたちからは「ごみピットにはどのくらいごみが入るのですか」、「燃
やした灰はどこへ持っていくのですか」などと質問が活発に飛び交いました。
　また、「ごみピットはたくさんのごみで少し臭

にお

いもあったのに、他の場所
はぜんぜん気にならなくて、すごいと思いました」と感想があり、ごみにつ
いて考えるきっかけとなりました。

丸
子
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
見
学

ご
み
を
減
ら
す
た
め
に
、ど
ん
な
こ
と
が
出
来
る
か
な
？
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この印刷物はグリーン購入法の基準を満たす紙・植物油インキを使用しています。

人口：160,592人 男：78,559人 女：82,033人 世帯数：65,788世帯
　　　（3,272人）　 　（1,490人）　 　（1,782人）

市の人口（平成26年６月１日現在）
（　）内は外国人の人数です。

　サントミューゼの頭文字「S」と太陽のSUNの

「S」、蚕都上田の頭文字「S」を基本系にしていま

す。ホールを象徴する「赤」と、美術館を象徴す

る「青」、中心のスペースを市民広場の空間（市

民緑地広場）で構成し、一体となるデザインと

してあります。「S」マークは市民に親しまれ、

覚えていただくためにもシンプルなデザインとしました。中央の部分は箱をイメージしていて、新たな文化、創造がこの箱の

ふたを開けて飛び出してくることをイメージしています。

　デザイン制作は、県内出身・在住のグラフィックデザイナーの原田泰治氏に依頼しました。

　末永く市民の皆様に愛される交流の場となるよう、シンボルマーク・ロゴデザインともによろしくお願いします。　

シンボルマーク、ロゴデザイン
が決定しました

新着情報

原作／マーガレット・ミッチェル　脚本・演出／植
うえ

田
だ

 紳
しん

爾
じ

演出／谷
たに

 正
まさ

純
すみ

主　演 　紅
くれない

ゆずる
日　時 　11月20日㈭
　①昼の部／午後２時開演
　②夜の部／午後６時開演
場　所 　交流文化芸術セン
ター［大ホール］
チケット 　S席：7,300円
　　　　　A席：5,000円
　　　　　（全席指定・税込）
　　　　　※ チケット発売日

は決まり次第お
知らせします。

　　　　　（主催）テレビ信州／上田市
　宝塚公演事務所　TEL026・243・1111

　大人から子どもまで楽しめ
る国民的アーティスト
公演日 　10月４日㈯午後５時開演
場　所 　交流文化芸術センター［大ホール］
チケット 　 全席8,000円（税込）
　　　　　８月３日㈰から下記窓口で販売開始
詳細は広報うえだ７月16日号でお知らせします。
　交流文化芸術センター　TEL27・2000

　世界が酔いしれたショパンから、新たな挑戦ベートーヴェンまで待望の日本ツ
アー初日、サントミューゼにて堂々開演！
公演日 　10月25日㈯午後２時開演
場　所 　交流文化芸術センター［大ホール］
チケット 　S席：8,500円、A席：7,000円、B席：5,000円（販売中。全席指定・税込）
　　　　　（主催）abn長野朝日放送　TEL026・223・3133
　　　　　（共催）上田市（交流文化芸術センター　TEL27・2000）

宝塚歌劇星組全国ツアー　上田公演決定!!
宝塚グランドロマン『風と共に去りぬ』

さだまさし
コンサート
チケット情報！

©宝塚歌劇©宝塚歌劇

　交流文化芸術センター　TEL27・2000　市立美術館　TEL27・2300

ユンディ・リ  ピアノリサイタル　チケット情報！
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